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一　

は
じ
め
に

―
本
稿
の
目
的

　

本
稿
は
、
人
に
精
神
的
障
害
を
発
症
さ
せ
た
場
合
の
傷
害
罪
（
及
び
致
傷
罪
）
の
成
立
範
囲
に
つ
い
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
議

論
を
参
考
に
し
つ
つ
、
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

傷
害
罪
に
関
す
る
議
論
を
「
人
の
精
神
作
用
と
の
関
係
」
と
い
う
切
り
口
で
見
た
場
合
、
そ
こ
に
は
、
区
別
可
能
な
二
つ
の
問
題
、
す

な
わ
ち
、
①
「
心
理
的
な
い
し
精
神
的
方
法
に
よ
る
傷
害
は
認
め
ら
れ
る
か
」
と
い
う
手
段
・
方
法
に
関
す
る
問
題
と
、
②
「
精
神
的
障

害
は
刑
法
上
の
傷
害
に
該
当
し
う
る
か
」
と
い
う
傷
害
結
果
（
傷
害
概
念
）
に
関
す
る
問
題
が
存
在
す（
1
）る。

　

ま
ず
、
①
の
傷
害
惹
起
の
手
段
に
つ
い
て
は
、
最
判
昭
和
二
七
年
六
月
六
日
（
刑
集
六
巻
六
号
七
九
五
頁
）
が
既
に
、
被
害
者
を
欺
罔
し

て
性
病
に
罹
患
さ
せ
た
事
案
に
お
い
て
、「
傷
害
罪
は
他
人
の
身
体
の
生
理
的
機
能
を
毀
損
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
の
手
段
が
何
で

あ
る
か
は
問
わ
な
い
」
と
し
て
、
傷
害
の
手
段
に
は
制
限
が
な
い
旨
判
示
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
最
決
平
成
一
七
年
三
月
二
九
日
（
刑
集

五
九
巻
二
号
五
四
頁
）
は
、
隣
家
に
向
け
て
連
日
ラ
ジ
オ
の
音
声
等
を
鳴
ら
し
続
け
た
事
案
に
お
い
て
、
被
害
者
に
「
精
神
的
ス
ト
レ
ス
を

与
え
、
よ
っ
て
、
同
人
に
全
治
不
詳
の
慢
性
頭
痛
症
、
睡
眠
障
害
、
耳
鳴
り
症
の
傷
害
を
負
わ
せ
た
」
被
告
人
の
行
為
を
傷
害
罪
の
実
行

行
為
と
し
て
認
め
て
い
る
。
当
該
決
定
は
、
精
神
的
ス
ト
レ
ス
を
原
因
と
す
る
（
心
因
性
の
）
傷
害
を
認
め
た
も
の
と
理
解
で
き（
2
）る。

　

次
に
、
②
の
精
神
的
障
害
が
傷
害
に
該
当
し
う
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
下
級
審
に
お
い
て
は
、
平
成
一
二
年
頃
か
ら
、
公
刊

物
に
お
い
て
、
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
（
以
下
「
Ｐ
Ｔ
Ｓ（
3
）Ｄ」

と
も
い
う
。）
を
発
症
さ
せ
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
傷
害
罪
・
致
傷
罪
の

成
否
が
争
わ
れ
た
事
案
が
散
見
さ
れ
て
い（
4
）る。
大
審
院
や
最
高
裁
で
こ
の
点
が
争
わ
れ
た
事
案
は
こ
れ
ま
で
存
在
し
な
か
っ
た（
5
）が、
近
時
、

最
決
平
成
二
四
年
七
月
二
四
日
（
刑
集
六
六
巻
八
号
七
〇
九
頁
）
は
、
被
害
者
の
女
性
四
名
を
監
禁
し
て
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
等
を
発
症
さ
せ
た
事
案

に
お
い
て
、
各
被
害
者
に
認
定
さ
れ
た
よ
う
な
「
精
神
的
機
能
の
障
害
を
惹
起
し
た
場
合
も
刑
法
に
い
う
傷
害
に
当
た
る
」
と
し
て
、
監
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禁
致
傷
罪
の
成
立
を
認
め
て
い
る
。

　

し
か
し
、
当
該
事
案
に
お
い
て
認
定
さ
れ
た
精
神
的
障
害
以
外
に
、
ど
の
よ
う
な
種
類
・
程
度
の
精
神
的
障
害
が
傷
害
に
該
当
す
る
の

か
は
、
今
後
の
検
討
に
委
ね
ら
れ
た
問
題
で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
今
後
の
検
討
に
向
け
て
、
日
本
の
こ
れ
ま
で
の
判

例
・
裁
判
例
を
整
理
し
、
ま
た
、
精
神
的
障
害
と
傷
害
概
念
に
関
す
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
の
議
論
を
参
照
し
て
、
論
ず
べ
き
課
題
を
析

出
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
の
議
論
に
注
目
す
る
の
は
、
次
の
理
由
に
よ（
6
）る。

　

現
在
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
典
は
、
一
九
七
一
年
政
府
草
案
を
一
部
修
正
す
る
形
で
、
一
九
七
四
年
に
成
立
し
、
一
九
七
五
年
か
ら
施

行
さ
れ
て
い（
7
）る。
同
国
の
刑
法
に
お
け
る
傷
害
概
念
は
、「
身
体
傷
害
（Verletzung am

 Körper

）」
及
び
「
健
康
侵
害
（Schädigung an 

der G
esundheit

）」
の
両
概
念
か
ら
成
っ
て
お
り
（
八
三
条
一
項
）、
精
神
的
障
害
に
つ
い
て
は
、
健
康
侵
害
に
該
当
し
う
る
か
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
一
九
七
一
年
政
府
草
案
の
理
由（
8
）書は

、
身
体
的
な
障
害
だ
け
で
な
く
精
神
的
な
障
害
も
健
康
侵
害
に
該
当
し
う

る
旨
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
国
の
最
高（
9
）裁（O

berster G
erichtshof

：
以
下
で
は
「
Ｏ
Ｇ
Ｈ
」
と
も
い
う
。）
の
見
解
も
同
様
で
あ
り
、
現

行
刑
法
の
施
行
後
、
約
四
〇
年
が
経
過
す
る
間
に
、
被
害
者
に
発
症
し
た
精
神
的
障
害
が
「
健
康
侵
害
」
に
該
当
す
る
こ
と
を
認
め
た
判

例
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
国
の
学
説
に
お
い
て
も
、
草
案
理
由
書
及
び
判
例
と
同
様
の
見
解
が
通
説
的
見
解
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
見
解
に
対
し
て
は
、
実
際
上
の
不
都
合
性
等
を
指
摘
す
る
反
対
説
も
存
在
し
て
お
り
、
そ
こ
で
形
成
さ
れ
て
い
る

議
論
（
と
り
わ
け
反
対
説
の
論
拠
）
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
日
本
に
お
い
て
こ
の
問
題
を
考
察
す
る
際
の
有
益
な
視
点
及
び
素
材
の
獲
得
に

資
す
る
も
の
と
考
え
る
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
判
例
・
通
説
は
、
傷
害
を
惹
き
起
こ
す
手
段
・
方
法
に
関
し
て
、
精
神
的
な
作
用
も
そ
の
手
段
と

し
て
認
め
て
い
る
。
こ
の
点
に
お
け
る
共
通
性
も
同
国
の
議
論
に
注
目
す
る
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。
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本
稿
の
構
成
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
第
二
章
で
は
、
日
本
の
判
例
・
裁
判
例
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
精
神
的
症
状
が
、

い
か
な
る
罪
名
と
の
関
係
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
か
を
整
理
す
る
。
続
い
て
、
第
三
章
で
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
に
お
け
る
傷
害
概

念
の
基
本
的
な
理
解
を
確
認
し
た
後
、
精
神
的
障
害
の
傷
害
該
当
性
に
関
す
る
同
国
の
議
論
を
紹
介
し
、
検
討
す
る
。
最
後
に
、
第
四
章

で
は
、
第
二
章
及
び
第
三
章
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
今
後
の
検
討
の
た
め
の
主
な
課
題
の
析
出
・
確
認
を
行
う
。

二　

日
本
の
判
例
・
裁
判

）
10
（例

―
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
関
す
る
事
案
を
中
心

）
11
（に

㈠　

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
よ
る
傷
害
罪
・
致
傷
罪
の
成
立
を
認
め
た
事
案

　

ま
ず
、
最
高
裁
は
、
①
最
決
平
成
二
四
年
七
月
二
四
）
12
（
日
に
お
い
て
、
本
件
各
被
害
者
に
は
「
一
時
的
な
精
神
的
苦
痛
や
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
た
と
い
う
程
度
に
と
ど
ま
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
再
体
験
症
状
、
回
避
・
精
神
麻
痺
症
状
及
び
過
覚
醒
症
状
と
い
っ
た
医
学
的
な
診
断
基
準

に
お
い
て
求
め
ら
れ
て
い
る
特
徴
的
な
精
神
症
状
が
継
続
し
て
発
現
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
精
神
疾
患
の
一
種
で
あ
る
外
傷
後
ス
ト
レ

ス
障
害
…
…
の
発
症
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
…
…
上
記
認
定
の
よ
う
な
精
神
的
機
能
の
障
害
を
惹
起
し
た
場
合
も
刑
法
に
い

う
傷
害
に
当
た
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」
と
し
て
、
各
被
害
者
が
発
症
し
た
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
（
全
治
不
明
三
名
、
加
療
約
二
年
三
か
月
一

名
）
を
理
由
と
す
る
監
禁
致
傷
罪
の
成
立
を
認
め
て
い
）
13
（
る
。

　

次
に
、
下
級
審
の
裁
判
例
の
う
ち
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
発
症
の
み
を
理
由
に
傷
害
罪
・
致
傷
罪
を
認
め
た
も
の
と
し
て
は
、
ま
ず
、
②
富
山

地
判
平
成
一
三
年
四
月
一
九
）
14
（
日
（
判
タ
一
〇
八
一
号
二
九
一
頁
）
が
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
よ
う
な
「
医
学
上
承
認
さ
れ
た
精
神
的
・
身
体
的
症
状

を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
は
、
傷
害
罪
に
い
う
傷
害
の
結
果
に
当
た
る
」
と
し
て
、
傷
害
罪
の
成
立
を
認
め
て
い
る
。
ま
た
、
③
東
京
地
判
平

成
一
六
年
四
月
二
〇
日
（
判
時
一
八
七
七
号
一
五
四
頁
）
は
、
被
害
者
に
「
全
治
不
明
の
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）
を
増
悪
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さ
せ
る
傷
害
を
負
わ
せ
た
」
と
し
て
、
傷
害
罪
の
成
立
を
認
め
て
い
る
。
④
東
京
地
八
王
子
支
判
平
成
一
九
年
四
月
二
〇
日
（LEX/D

B
文
献
番
号28145176

）
は
、「
姦
淫
行
為
に
起
因
す
る
強
度
な
精
神
的
ス
ト
レ
ス
に
よ
り
…
…
全
治
不
明
の
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
の

傷
害
を
負
わ
せ
た
」
と
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
発
症
の
み
を
理
由
と
す
る
強
姦
致
傷
罪
の
成
立
を
認
め
て
い
る
。

　

以
上
と
は
異
な
り
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
を
身
体
的
な
傷
害
結
果
と
併
記
す
る
裁
判
例
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
⑤
大
阪
地
判
平
成
一
九
年
二
月
一

九
日
（
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｂ
文
献
番
号28135106

）
は
、
被
害
者
に
「
処
女
膜
裂
傷
の
傷
害
を
負
わ
せ
る
と
と
も
に
…
…
姦
淫
行
為
に
起
因
す
る

重
大
な
精
神
的
ス
ト
レ
ス
に
よ
り
、
全
治
不
明
の
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）
の
傷
害
を
負
わ
せ
た
」
と
し
て
、
強
姦
致

傷
罪
の
成
立
を
認
め
て
い
る
。
ま
た
、
⑥
さ
い
た
ま
地
判
平
成
二
四
年
六
月
一
四
日
（
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｂ
文
献
番
号25482348

）
は
、
被
害
者

に
「
右
足
内
果
及
び
外
果
の
上
方
に
全
治
ま
で
約
一
週
間
を
要
す
る
皮
内
出
血
又
は
皮
下
出
血
の
傷
害
を
負
わ
せ
、
さ
ら
に
、
同
人
に
全

治
不
明
の
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
の
傷
害
」
を
負
わ
せ
た
と
し
て
、
集
団
強
姦
致
傷
罪
の
成
立
を
認
め
て
い
る
。

㈡　

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
以
外
の
精
神
的
障
害
に
よ
る
傷
害
罪
・
致
傷
罪
の
成
立
を
認
め
た
事
案

　

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
以
外
の
精
神
的
障
害
を
傷
害
と
認
め
た
事
案
と
し
て
は
、
ま
ず
、
⑦
東
京
地
判
昭
和
五
四
年
八
月
一
〇
日
（
判
時
九
四
三
号

一
二
二
頁
）
が
、
比
較
的
早
い
時
期
に
、
被
害
者
の
「
加
療
約
三
週
間
を
要
す
る
精
神
衰
弱
症
」
を
傷
害
と
し
て
認
め
て
、
傷
害
罪
の
成

立
を
肯
定
し
て
い
る
。

　

次
に
、
⑧
名
古
屋
地
判
平
成
六
年
一
月
一
八
日
（
判
タ
八
五
八
号
二
七
二
頁
）
は
、
入
院
加
療
約
三
か
月
を
要
す
る
「
不
安
及
び
抑
う
つ

状
態
」
が
「
傷
害
の
結
果
に
当
た
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
」
る
と
し
て
、
傷
害
罪
の
成
立
を
認
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
⑨
神
戸
地
判
平
成
二
一
年
四
月
一
七
日
（
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｂ
文
献
番
号25440925

）
は
、
被
害
者
に
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
及
び
う
つ
病
性
障
害

の
傷
害
を
負
わ
せ
た
と
す
る
検
察
官
の
主
張
を
否
定
し
、
被
害
者
に
「
全
治
不
詳
の
適
応
障
害
及
び
う
つ
病
性
障
害
の
傷
害
を
負
わ
せ

た
」
と
し
て
、
傷
害
罪
の
成
立
を
認
め
て
い
）
15
（

る
。
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さ
ら
に
、
最
決
平
成
二
四
年
（
判
例
①
）
以
降
の
事
案
で
あ
る
、
⑩
岡
山
地
判
平
成
二
四
年
九
月
二
八
日
（
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｂ
文
献
番
号

25483118

）
は
、
被
害
者
に
「
急
性
ス
ト
レ
ス
反
応
及
び
全
治
期
間
不
明
の
パ
ニ
ッ
ク
障
害
の
傷
害
を
負
わ
せ
」
た
と
し
て
、
強
制
わ
い

せ
つ
致
傷
罪
の
成
立
を
認
め
て
い
）
16
（
る
。

㈢　

結
論
と
し
て
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
よ
る
傷
害
罪
・
致
傷
罪
の
成
立
を
否
定
し
た
事
案

　

ま
ず
、
⑪
福
岡
高
判
平
成
一
二
年
五
月
九
）
17
（
日
（
判
タ
一
〇
五
六
号
二
七
七
頁
）
は
、
原
審
（
熊
本
地
判
平
成
一
一
年
一
〇
月
一
四
日
公
刊
物
未
登

載
）
が
、
被
告
人
か
ら
暴
行
を
受
け
た
二
名
の
被
害
者
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
全
治
約
三
か
月
間
を
要
す
る
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
症
候

群
の
傷
害
を
負
っ
た
こ
と
を
理
由
に
傷
害
罪
の
成
立
を
認
め
た
の
に
対
し
て
、「
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
症
候
群
に
該
当
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
少
な
く
と
も
疑
問
が
あ
る
」、
被
害
者
の
症
状
は
「
種
々
の
犯
罪
の
被
害
者
の
被
る
心
理
的
ス
ト
レ
ス
等
の
被
害
を
特
に
上
回
る

も
の
と
ま
で
は
い
ま
だ
認
め
難
い
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
犯
罪
の
被
害
者
と
し
て
の
恐
怖
に
よ
る
二
次
的
か
つ
一
般
的
な
ス

ト
レ
ス
状
態
を
超
え
た
も
の
と
は
に
わ
か
に
認
め
難
い
」
等
と
し
て
、
暴
行
罪
が
成
立
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
判
示
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
判
決
は
、
犯
罪
被
害
者
が
「
あ
る
程
度
の
ス
ト
レ
ス
状
態
に
な
る
こ
と
…
…
は
、
仮
に
そ
れ
が
厳
密
に
は
傷
害
の
概
念
そ

れ
自
体
に
当
て
は
ま
る
程
度
の
も
の
と
い
え
る
場
合
に
お
い
て
も
…
…
そ
れ
ぞ
れ
の
犯
罪
の
本
来
の
構
成
要
件
自
体
に
…
…
予
想
さ
れ
て

い
て
…
…
そ
の
中
に
織
り
込
み
済
み
に
な
っ
て
い
る
と
解
す
る
余
地
が
あ
」
る
と
し
て
い
る
点
で
注
目
さ
れ
る
（
以
下
で
は
「
織
り
込
み
済

み
の
理
論
」
と
い
う
。）。

　

ま
た
、
⑫
東
京
高
判
平
成
二
二
年
六
月
九
日
（
判
タ
一
三
五
三
号
二
五
二
頁
）
は
、
原
審
（
さ
い
た
ま
地
判
平
成
二
一
年
一
二
月
二
五
日
公
刊
物

未
登
載
）
が
、
交
通
事
故
の
被
害
車
両
に
同
乗
し
て
い
た
女
性
に
つ
い
て
、
全
治
ま
で
約
四
五
日
を
要
す
る
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
傷
害
を
負
っ
た

こ
と
を
理
由
と
す
る
自
動
車
運
転
過
失
致
傷
罪
の
成
立
を
認
め
た
の
に
対
し
て
、
当
該
同
乗
者
が
「
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
傷
害
を
負
っ
た
と
認
定

す
る
こ
と
は
で
き
」
な
い
と
し
て
、
同
罪
の
成
立
を
否
定
し
た
。
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㈣　

量
刑
事
情
と
し
て
被
害
者
等
の
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
言
及
し
た
事
案

1　

被
害
者
自
身
に
発
症
し
た
事
案

　

量
刑
の
理
由
に
お
い
て
被
害
者
が
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
を
発
症
し
た
こ
と
に
言
及
し
な
が
ら
、
傷
害
罪
・
致
傷
罪
の
結
果
と
し
て
は
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
を

明
示
し
て
い
な
い
裁
判
例
は
、
少
な
く
な
い
。

　

た
と
え
ば
、
⑬
静
岡
地
沼
津
支
判
平
成
二
四
年
三
月
一
五
日
（
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｂ
文
献
番
号25480813

）
は
、
量
刑
の
理
由
で
は
、
被
害
者

が
「
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
（
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
）
の
診
断
も
受
け
て
い
る
」
こ
と
に
言
及
し
つ
つ
も
、
罪
と
な
る
べ
き
事
実
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ

Ｄ
に
は
言
及
せ
ず
、「
加
療
約
一
〇
日
間
を
要
す
る
頚
部
圧
挫
傷
の
傷
害
」
を
負
っ
た
と
し
て
い
る
。

　

な
お
、
⑭
東
京
地
判
平
成
一
五
年
六
月
二
〇
日
（
判
時
一
八
四
三
号
一
五
九
頁
）
は
、
量
刑
の
理
由
で
、
被
害
者
に
は
「
心
的
外
傷
後
ス

ト
レ
ス
障
害
の
症
状
も
確
認
さ
れ
」
た
と
判
示
し
て
い
る
が
、
強
姦
致
傷
罪
で
は
な
く
強
姦
罪
を
適
用
し
て
い
る
。

2　

被
害
者
以
外
の
者
（
目
撃
者
等
）
に
発
症
し
た
事
案

　

量
刑
の
理
由
で
、
犯
罪
の
直
接
の
被
害
者
以
外
の
者
が
精
神
的
障
害
を
発
症
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
裁
判
例
も
見
受
け
ら
れ
る
。

　

ま
ず
、
⑮
横
浜
地
判
平
成
一
六
年
三
月
三
〇
日
（
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｂ
文
献
番
号28095485

）
は
、
量
刑
の
理
由
で
、「
一
人
息
子
と
両
親
が
目

の
前
で
次
々
と
惨
殺
さ
れ
る
の
を
目
撃
し
」
た
者
及
び
「
無
残
な
姿
で
放
置
さ
れ
て
い
た
遺
体
を
発
見
し
」
た
者
が
、「
い
ず
れ
も
多
大

な
精
神
的
衝
撃
を
受
け
、
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
に
よ
り
睡
眠
薬
や
精
神
安
定
剤
を
飲
ま
な
け
れ
ば
夜
も
眠
れ
な
く
な
る
な
ど
、
心

に
深
い
傷
を
受
け
た
」
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。

　

次
に
、
⑯
福
井
地
判
平
成
一
六
年
九
月
一
六
日
（
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｂ
文
献
番
号28095609

）
は
、
量
刑
の
理
由
で
、「
本
件
犯
行
の
現
場
に
居

合
わ
せ
犯
行
を
目
撃
し
た
当
時
一
六
歳
の
少
女
が
そ
の
衝
撃
に
よ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
及
び
解
離
性
障
害
等
の
深
刻
な
精
神
障
害
を
発
病
し
て

い
る
」
と
し
て
い
る
。
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ま
た
、
⑰
東
京
地
八
王
子
支
判
平
成
一
九
年
七
月
三
一
日
（
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｂ
文
献
番
号28145219

）
は
、
量
刑
の
理
由
で
、
第
一
発
見
者

で
あ
る
被
害
者
の
母
親
に
つ
い
て
、「
被
害
者
を
惨
殺
さ
れ
て
失
っ
た
ば
か
り
か
、
本
件
の
第
一
発
見
者
と
し
て
、
被
害
者
を
一
人
残
し

た
自
宅
で
、
血
ま
み
れ
に
な
っ
た
被
害
者
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
た
も
の
で
、
そ
の
衝
撃
は
甚
大
で
、
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
に

な
り
、
今
な
お
心
身
に
深
刻
な
影
響
を
受
け
て
い
る
」
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

㈤　

小　

括

　

ま
ず
、
判
例
①
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
よ
う
な
精
神
的
障
害
は
刑
法
上
の
傷
害
の
概
念
に
含
ま
れ
な
い
旨
の
主
張
を
退
け
て
、

（
明
示
的
に
）
精
神
的
障
害
が
刑
法
上
の
傷
害
に
該
当
し
う
る
こ
と
を
示
し
た
点
、
傷
害
と
し
て
認
め
た
精
神
的
障
害
が
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
で
あ
る

点
、
及
び
精
神
的
障
害
を
理
由
と
し
て
成
立
を
認
め
た
の
が
監
禁
致
傷
罪
と
い
う
結
果
的
加
重
犯
で
あ
る
点
が
注
目
さ
れ
）
18
（

る
。

　

ま
た
、
同
決
定
は
、
既
に
精
神
的
障
害
が
刑
法
上
の
傷
害
に
該
当
し
う
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
従
来
の
下
級
審
の
流
れ
を
是
認
す
る
意

味
も
有
す
る
（
判
例
②
〜
⑥
等
参
照
。
な
お
、
否
定
例
（
判
例
⑪
⑫
）
は
、
被
害
者
の
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
発
症
を
疑
問
視
し
て
お
り
、
理
論
的
に
精
神

的
障
害
が
傷
害
に
該
当
し
う
る
こ
と
を
否
定
し
た
も
の
と
は
い
え
な
）
19
（

い
）。
も
っ
と
も
、
同
決
定
で
は
、「
再
体
験
症
状
、
回
避
・
精
神
麻

痺
症
状
及
び
過
覚
醒
症
状
と
い
っ
た
…
…
特
徴
的
な
精
神
症
状

0

0

0

0

が
継
続
し
て
発
現
」、「
精
神
疾
患

0

0

0

0

の
一
種
で
あ
る
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害

…
…
の
発
症
」、「
上
記
認
定
の
よ
う
な
精
神
的
機
能

0

0

0

0

0

の
障
害

0

0

を
惹
起
し
た
場
合
も
刑
法
に
い
う
傷
害
に
当
た
る
」（
傍
点
は
い
ず
れ
も
筆
者

に
よ
る
）
等
の
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
を
「
医
学
上
承
認
さ
れ
た
精
神
的
・
身
体
的
症
状
」
と
評
価
す
る

判
例
②
や
、
不
安
及
び
抑
う
つ
状
態
を
「
医
学
上
承
認
さ
れ
た
病
名
に
当
た
る
精
神
的
・
身
体
的
症
状
」
と
評
価
す
る
判
例
⑧
と
の
対
比

に
お
い
て
、
よ
り
直
裁
に
精
神
的
障
害
が
傷
害
に
該
当
し
う
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

先
の
判
例
・
裁
判
例
に
あ
ら
わ
れ
た
罪
名
に
つ
い
て
は
、
強
姦
致
傷
罪
や
強
制
わ
い
せ
つ
致
傷
罪
と
い
っ
た
性
犯
罪
の
結
果
的
加
重
犯

が
多
）
20
（

い
。
ほ
か
に
は
、
傷
害
罪
、
監
禁
致
傷
罪
、
過
失
犯
で
あ
る
自
動
車
運
転
過
失
致
傷
罪
の
成
否
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
も
あ
）
21
（

る
。
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精
神
的
障
害
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
以
外
に
、
精
神
衰
弱
症
、
不
安
及
び
抑
う
つ
状
態
、
適
応
障
害
及
び
う
つ
病
性
障
害
、

解
離
性
障
害
、
急
性
ス
ト
レ
ス
反
応
及
び
パ
ニ
ッ
ク
障
害
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
全
治
ま
で
に
要
す
る
期
間
に
つ
い
て
は
、
不

詳
な
い
し
不
明
と
診
断
が
さ
れ
た
事
案
が
多
く
見
ら
れ
る
。

　

な
お
、
判
例
⑮
⑯
⑰
は
、
量
刑
の
理
由
で
、
当
該
事
案
に
お
け
る
直
接
の
被
害
者
以
外
の
第
三
者
（
事
件
の
目
撃
者
等
）
が
精
神
的
障
害

を
発
症
し
た
点
に
言
及
し
て
い
る
。
し
か
し
、
当
該
第
三
者
の
精
神
的
障
害
を
内
容
と
す
る
傷
害
罪
・
致
傷
罪
の
成
立
は
認
め
ら
れ
て
い

な
い
。
そ
の
理
由
は
定
か
で
は
な
い
）
22
（
が
、
実
体
法
の
問
題
と
し
て
は
、
直
接
の
被
害
者
以
外
の
第
三
者
に
生
じ
た
精
神
的
障
害
が
傷
害

罪
・
致
傷
罪
を
構
成
す
る
か
は
検
討
に
値
す
る
。
精
神
的
障
害
の
傷
害
該
当
性
を
考
察
す
る
際
に
は
、
こ
の
視
点
も
考
慮
す
べ
き
と
考 

え
る
。

三　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
に
お
け
る
議

）
23
（論

㈠　

傷
害
罪
の
保
護
法
益
と
関
連
規
定
の
構
造

　

現
在
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
）
24
（
典
は
、
一
九
七
一
年
政
府
草
案
を
も
と
に
、
一
九
七
四
年
一
月
二
三
日
に
成
立
し
、
同
二
九
日
に
公
布
さ

れ
、
一
九
七
五
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
）
25
（
る
。
傷
害
罪
は
八
三
条
以
下
に
規
定
さ
れ
て
い
）
26
（
る
。

　

そ
の
保
護
法
益
に
つ
い
て
、
草
案
理
由
書
は
、「
人
の
身
体
の
不
可
侵
性
」
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
）
27
（
る
。

　

学
説
の
多
く
は
、「
人
の
身
体
の
不
可
侵
性
及
び
健
）
28
（
康
」、
あ
る
い
は
「
良
好
な
健
康
状
態
を
含
む
身
体
の
完
全
）
29
（
性
」
等
と
健
康
も
保
護

法
益
で
あ
る
旨
明
示
す
る
も
の
が
多
い
。
も
っ
と
も
、
こ
の
点
の
相
違
が
結
論
を
左
右
し
て
い
る
論
点
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

　

傷
害
罪
関
連
規
定
の
構
造
を
概
観
す
る
と
、
ま
ず
、
故
意
の
傷
害
に
関
し
て
基
本
と
な
る
条
文
が
八
三
条
（
傷
害
罪
、
法
定
刑
は
一
年
以
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下
の
自
由
刑
又
は
三
六
〇
日
以
下
の
日
数
罰
金
）
で
あ
る
。
同
条
一
項
は
、「
身
体
傷
害
（Verletzung am

 Körper

）」
及
び
「
健
康
侵
害

（Schädigung an der G
esundheit

）」
を
規
定
し
て
お
り
、
同
条
二
項
は
、「
身
体
的
虐
待
（M

isshandlung am
 Körper

）」
を
規
定
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
続
く
、
八
四
条
（
重
傷
害
罪
、
三
年
以
下
の
自
由
刑
）、
八
五
条
（
重
い
持
続
的
な
結
果
を
伴
う
傷
害
罪
、
六
月
以
上
五
年
以
下
の
自
由
刑
）、

八
六
条
（
傷
害
致
死
罪
、
一
年
以
上
一
〇
年
以
下
の
自
由
刑
）
は
、
八
三
条
の
加
重
構
成
要
件
で
あ
る
。

　

八
七
条
一
項
（
意
図
し
た
重
い
傷
害
罪
、
一
年
以
上
五
年
以
下
の
自
由
刑
）
は
、
意
図
し
て
他
人
に
重
い
傷
害
（
八
四
条
一
項
）
を
与
え
た
場

合
の
規
定
で
あ
る
。
同
条
二
項
は
、
当
該
所
為
が
重
い
持
続
的
な
結
果
を
生
じ
さ
せ
た
と
き
（
一
年
以
上
一
〇
年
以
下
の
自
由
刑
）、
及
び
被

害
者
を
死
亡
さ
せ
た
と
き
（
五
年
以
上
一
〇
年
以
下
の
自
由
刑
）
を
規
定
す
る
。

　

過
失
致
傷
罪
は
、
八
八
条
一
項
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
法
定
刑
は
、
三
月
以
下
の
自
由
刑
又
は
一
八
〇
日
以
下
の
日
数
罰
金
で
あ
）
30
（
る
。

　

以
上
の
諸
規
定
の
う
ち
、
傷
害
概
念
の
理
解
に
と
り
基
本
と
な
る
の
は
八
三
条
で
あ
る
。
ま
た
、
次
の
理
由
か
ら
八
四
条
や
八
五
条
も

問
題
と
な
る
。

　

八
四
条
一
項
は
、「
所
為
の
結
果
、
二
四
日
を
超
え
て
継
続
す
る
健
康
侵
害
若
し
く
は
職
業
不
能
を
生
じ
さ
せ
た
と
き
、
又
は
そ
の
身

体
傷
害
若
し
く
は
健
康
侵
害
自
体
が
重
い
と
き
」
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
八
五
条
三
号
は
、「
所
為
の
結
果
、
永
久
に
又
は

長
期
間
」、「
重
い
疾
患
、
衰
弱
又
は
職
業
不
能
を
生
じ
さ
せ
る
に
至
っ
た
と
き
」
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
規
定
は
、
傷
害
罪
（
八
三
条
）
の
加
重
構
成
要
件
で
あ
る
と
同
時
に
、
他
の
犯
罪
の
加
重
構
成
要
件
に
も
な
っ
て
い
る
。
た

と
え
ば
、
強
盗
罪
（
一
四
二
条
一
項
）
の
法
定
刑
は
、
一
年
以
上
一
〇
年
以
下
の
自
由
刑
で
あ
る
が
、
暴
力
を
行
使
さ
れ
た
相
手
方
が
、

八
四
条
一
項
の
重
い
傷
害
を
負
っ
た
場
合
や
八
五
条
の
重
い
持
続
的
な
結
果
を
伴
う
傷
害
を
負
っ
た
場
合
に
は
、
重
強
盗
罪
と
し
て
、
法

定
刑
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
五
年
以
上
一
五
年
以
下
の
自
由
刑
（
一
四
三
条
二
文
）、
一
〇
年
以
上
二
〇
年
以
下
（
一
四
三
条
三
文
）
に
加
重
さ
れ

る
。
ま
た
、
強
姦
罪
等
を
規
定
す
る
（
二
〇
一
条
一
項
）
の
法
定
刑
は
、
六
月
以
上
一
〇
年
以
下
の
自
由
刑
で
あ
る
が
、
被
害
者
が
八
四

条
一
項
の
重
い
傷
害
を
負
っ
た
と
き
は
、
五
年
以
上
一
五
年
以
下
の
自
由
刑
と
な
る
（
二
〇
一
条
二
項
一
文
）。
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強
盗
の
被
害
者
や
強
姦
罪
等
の
性
犯
罪
の
被
害
者
が
精
神
的
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
精

神
的
障
害
が
傷
害
概
念
に
含
ま
れ
る
か
と
い
う
問
題
は
、
傷
害
罪
の
み
な
ら
ず
、
強
盗
罪
や
強
姦
罪
等
の
加
重
構
成
要
件
と
の
関
係
で
も

問
題
と
な
）
31
（
る
。

㈡　

傷
害
概
念
の
内
容

―
「
身
体
傷
害
」
及
び
「
健
康
侵
害
」

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
に
お
け
る
傷
害
概
念
は
、「
身
体
傷
害
」
及
び
「
健
康
侵
害
」
の
両
概
念
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
）
32
（
る
。
代
表
的
な

注
釈
書
は
、「
身
体
傷
害
」
と
は
、「
器
質
的
な
損
傷
（Substanzbeeinträcht

）
33
（

igung

）」
で
あ
り
、「
健
康
侵
害
」
と
は
、「
機
能
障
害

（Funktionsstör

）
34
（

ung

）」
で
あ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
概
念
の
本
質
的
特
徴
を
説
明
し
て
い
る
。

1　

身
体
傷
害

　
「
身
体
傷
害
」
の
意
義
に
つ
い
て
、
草
案
理
由
書
は
、
身
体
の
不
可
侵
性
に
対
す
る
、
ご
く
些
細
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
（nicht ganz 

unerheblich

）
侵
害
と
説
明
し
て
い
）
35
（
る
。

　

学
説
も
同
様
に
理
解
し
て
お
り
、
具
体
例
と
し
て
は
、
切
り
傷
、
擦
り
傷
、
皮
下
出
血
、
捻
挫
、
脱
臼
、
骨
折
、
打
撲
等
が
挙
げ
ら
れ

て
い
）
36
（
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
毛
髪
の
切
断
に
つ
い
て
は
、
単
に
外
貌
が
損
な
わ
れ
る
だ
け
で
あ
り
、
身
体
傷
害
に
該
当
し
な
い
と
理
解
さ

れ
て
い
）
37
（

る
。

　
「
ご
く
些
細
な
」
身
体
傷
害
が
傷
害
罪
を
構
成
し
な
い
と
い
う
点
に
異
論
は
見
ら
れ
な
）
38
（
い
。

　

問
題
は
、
具
体
的
に
ど
の
程
度
で
あ
れ
ば
「
ご
く
些
細
」
と
い
え
る
の
か
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
、
二
時
間
で
消
え
る
程
度
の
発
）
39
（
赤
、

髪
を
引
き
抜
い
た
こ
と
に
よ
る
髪
の
生
え
際
の
発
）
40
（

赤
に
つ
い
て
は
、
学
説
の
み
な
ら
ず
判
例
も
傷
害
に
該
当
し
な
い
と
評
価
し
て
い
る
。

し
か
し
、
女
性
の
皮
膚
に
生
じ
た
わ
ず
か
な
大
き
さ
（linsengroß

）
の
擦
り
）
41
（
傷
や
一
セ
ン
チ
四
方
の
内
出
）
42
（
血
に
つ
い
て
は
、
学
説
は
、

「
ご
く
些
細
」
と
評
価
す
る
が
、
判
例
は
、
傷
害
に
該
当
す
る
と
判
断
し
て
い
）
43
（

る
。
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な
お
、「
ご
く
些
細
」
か
否
か
に
関
し
て
は
、
医
師
の
治
療
が
必
要
な
場
合
、
包
帯
や
絆
創
膏
を
必
要
と
す
る
場
合
、
あ
る
い
は
、
被

害
者
が
意
識
を
喪
失
し
た
場
合
に
は
、
も
は
や
「
ご
く
些
細
」
と
は
い
え
な
い
と
指
摘
す
る
見
解
が
あ
）
44
（

る
。

2　

健
康
侵
害

　
「
健
康
侵
害
」
の
意
義
に
つ
い
て
、
草
案
理
由
書
は
、
疾
病
（Krankheit

）
に
罹
患
さ
せ
る
こ
と
、
又
は
疾
病
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
で

あ
り
、
身
体
的
な
苦
痛
も
精
神
的
な
苦
痛
も
問
題
と
な
る
が
、
一
時
的
で
ご
く
些
細
な
（bloß vorübergehende und ganz unerhebliche

）

身
体
的
又
は
精
神
的
な
健
在
性
の
侵
害
は
含
ま
れ
な
い
と
説
明
し
て
い
）
45
（
る
。

　

学
説
も
（
精
神
的
障
害
に
関
す
る
点
を
除
き
）
同
様
に
理
解
し
て
お
り
、
具
体
例
と
し
て
は
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
等
の
病
原
菌
の
感
染
、
中
毒

症
状
、
性
病
の
罹
患
、
流
産
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
）
46
（
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
夜
間
に
か
か
っ
て
く
る
嫌
が
ら
せ
電
話
の
た
め
に
疲
労
し
た
状

態
の
よ
う
な
、
単
に
身
体
的
に
不
快
な
状
態
は
、
疾
病
で
も
苦
痛
で
も
な
く
、
健
康
侵
害
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
説
明
さ
れ
て
い
）
47
（

る
。

　

健
康
侵
害
に
つ
い
て
も
、
身
体
傷
害
と
同
様
に
、
成
立
範
囲
の
下
限
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
草
案
理
由
書
で
は
、「
一
時
的
で
ご
く
些
細
な
」
健
康
の
侵
害
は
除
く
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
、

健
康
侵
害
と
は
、
疾
病
に
罹
患
さ
せ
る
こ
と
、
又
は
疾
病
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、「
医
学
的
な
意
味
に
お
い
て
疾
病
と
認
め
ら
れ

る
状
態
（Krankheitsw

ert im
 m
edizinischen Sinn

）」
に
あ
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
）
48
（
る
。
こ
の
た
め
、
学
説
で
は
、
健
康
侵
害
が
認

め
ら
れ
る
か
否
か
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
種
類
及
び
程
度
に
お
い
て
疾
病
と
認
め
ら
れ
る
機
能
障
害
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
が
基
準
に
な

る
と
理
解
さ
れ
て
い
）
49
（
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
に
基
づ
い
て
、
軽
度
の
単
純
な
酩
酊
状
態
や
穏
や
か
に
作
用
す
る
下
剤
を
投
与
さ
れ
た
状
態

等
は
、
健
康
侵
害
で
は
な
い
と
説
明
す
る
見
解
も
あ
）
50
（

る
。

　

な
お
、
健
康
侵
害
を
惹
き
起
こ
す
手
段
・
方
法
に
つ
い
て
は
、
判
例
・
学
説
と
も
に
、
精
神
的
な
作
用
も
手
段
と
し
て
肯
定
し
て
い
）
51
（
る
。

た
と
え
ば
、
他
人
を
驚
か
せ
て
失
神
さ
せ
る
場
合
や
妊
婦
に
精
神
的
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
て
流
産
さ
せ
る
場
合
等
が
そ
の
例
で
あ
り
、
ま
た
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
や
職
場
で
の
嫌
が
ら
せ
に
よ
り
、
精
神
的
に
疲
弊
し
て
、
重
い
睡
眠
障
害
や
反
応
性
う
つ
病
を
患
い
、
あ
る
い
は
、
自
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殺
念
慮
を
生
じ
た
の
で
あ
れ
ば
、（
重
い
）
傷
害
に
該
当
す
る
と
さ
れ
て
い
）
52
（
る
。

㈢　

精
神
的
障
害
に
関
す
る
議
論

1　

精
神
的
障
害
も
健
康
侵
害
に
該
当
し
う
る
と
す
る
見
解

　

⑴　

一
九
七
一
年
草
案
理
由
書
に
よ
る
説
明
及
び
通
説
の
見
解

　

既
に
見
た
よ
う
に
、
草
案
理
由
書
は
、
健
康
侵
害
に
つ
い
て
、
身
体
的
な
健
康
だ
け
で
な
く
精
神
的
な
健
康
に
つ
い
て
も
問
題
と
な
り

う
る
旨
説
明
し
て
お
）
53
（
り
、
通
説
の
理
解
も
同
様
で
あ
）
54
（
る
。

　

も
っ
と
も
、
通
説
は
、
精
神
的
障
害
を
理
由
と
す
る
健
康
侵
害
を
認
め
る
た
め
に
は
、
身
体
的
な
健
康
侵
害
の
場
合
と
同
様
に
、
医
学

的
な
意
味
に
お
い
て
疾
病
と
認
め
ら
れ
る
状
態
で
あ
る
こ
と
が
必
要
と
解
し
て
い
）
55
（

る
。
そ
し
て
、
精
神
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
る
だ
け

で
健
康
侵
害
に
該
当
す
る
と
は
考
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
た
と
え
ば
、
隣
人
が
あ
ま
り
に
も
大
き
な
音
量
で
音
楽
を
流
し
た
た
め
に
一
時
的

に
憤
慨
し
た
と
い
う
だ
け
で
は
健
康
侵
害
と
は
い
え
）
56
（

ず
、
ま
た
、
唾
を
吐
き
か
け
る
こ
と
、
ホ
ー
ス
で
水
を
か
け
る
こ
と
等
に
よ
り
、
不

快
感
・
嫌
悪
感
を
抱
か
せ
た
と
し
て
も
、
健
康
侵
害
に
は
当
た
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
）
57
（
る
。

　

⑵　

精
神
的
障
害
に
関
す
る
判
例
の
立
場

　

ま
ず
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
判
例
の
立
場
を
示
す
も
の
と
し
て
多
く
の
文
献
に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
が
、
重
強
盗
罪
に
関
す
る
一
九
八

六
年
七
月
三
一
日
決
定
（SSt 57/56 = 13 O

s 98/86

）
で
あ
）
58
（

る
。

　

本
件
で
、
被
告
人
は
、
医
師
で
あ
る
被
害
者
を
襲
い
、
そ
の
口
を
ふ
さ
ぎ
、
手
拳
で
繰
り
返
し
殴
っ
て
床
に
倒
し
、
そ
の
場
で
足
蹴
に

し
た
。
ま
た
、
被
害
者
に
対
し
て
、
ど
こ
に
金
が
あ
る
の
か
言
わ
な
け
れ
ば
殺
す
と
脅
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
被
告
人
は
、
人
に
対
す
る

暴
力
や
身
体
又
は
生
命
に
対
す
る
現
在
の
危
険
を
も
っ
て
す
る
脅
迫
に
よ
り
、
被
害
者
か
ら
現
金
を
奪
い
、
領
得
し
た
。

　

強
盗
罪
の
加
重
構
成
要
件
で
あ
る
重
強
盗
罪
に
お
い
て
は
、
八
五
条
の
結
果
が
生
じ
た
こ
と
が
そ
の
一
類
型
と
さ
れ
て
い
る
（
一
四
三
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条
三
文
前
段
）。
当
該
事
案
で
、
被
告
人
は
、
本
件
被
害
者
は
単
に
身
体
的
に
軽
い
怪
我
を
負
っ
た
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
精
神
的
に

衰
弱
し
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
精
神
的
な
衰
弱
は
重
い
持
続
的
な
結
果
を
伴
う
傷
害
に
当
た
ら
な
い
と
主
張
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
判
例
は
、
傷
害
の
手
段
・
方
法
に
関
し
て
、
本
件
で
は
精
神
的
な
作
用
の
み
な
ら
ず
有
形
的
な
作
用
も
認
め
ら
れ
る

が
、「
純
粋
に
精
神
的
な
作
用
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
身
体
的
又
は
精
神
的
な
疾
病
状
態
を
惹
き
起
こ
す
の
で
あ
れ
ば
、
健
康
侵
害
（
八

三
条
一
項
）
を
実
現
し
う
る
」
と
し
、
ま
た
、
加
重
構
成
要
件
の
結
果
（
本
件
で
は
、
永
久
又
は
長
期
間
の
衰
弱
）
は
、
八
四
条
一
項
又
は
八

五
条
に
定
め
ら
れ
た
程
度
に
被
害
者
の
健
康
を
害
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、「
人
の
精
神
的
な
領
域
に
存
在
し
う
る
」
と
判
示
し
た
。

　

こ
れ
は
、
健
康
侵
害
の
手
段
・
方
法
に
関
し
て
、
精
神
的
な
作
用
に
よ
る
（
身
体
的
あ
る
い
は
精
神
的
な
）
健
康
の
侵
害
が
あ
り
う
る
こ

と
を
認
め
た
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
）
59
（
る
。

　

ま
た
、
健
康
侵
害
の
結
果
に
関
し
て
は
、
事
案
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
八
五
条
三
号
の
「
衰
弱
」
で
あ
る
が
、
刑
法
典
中
の
健
康
に

関
わ
る
各
種
結
果
に
つ
い
て
は
、
八
三
条
の
「
健
康
侵
害
」
概
念
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
と
説
明
さ
れ
て
い
）
60
（
る
。
そ
の
た
め
、
判
例
も
、

精
神
的
な
障
害
も
健
康
侵
害
に
含
ま
れ
る
と
す
る
草
案
理
由
書
及
び
通
説
と
同
様
の
見
解
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
れ
と
は
別
の
判
例
で
あ
る
が
、
強
盗
の
被
害
者
に
精
神
的
障
害
が
発
症
し
た
こ
と
を
認
め
な
が
ら
、
重
強
盗
罪
の
適
用
を
否

定
し
た
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
被
告
人
が
携
帯
電
話
を
被
害
者
の
背
中
に
押
し
付
け
て
現
金
を
取
得
し
た
と
い
う
事
案
に
関
す
る
一
九

九
八
年
一
二
月
一
五
日
決
定
（JBl 2000.2/128 = 11 O

s 153,154/98

）
で
あ
る
。
こ
の
判
例
は
、
精
神
的
障
害
が
傷
害
概
念
に
含
ま
れ
な

い
と
す
る
の
で
は
な
く
、
次
の
よ
う
な
別
の
理
由
か
ら
、
重
強
盗
罪
の
適
用
を
否
定
し
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
一
四
三
条
の
加
重
構
成
要
件
の
結
果
の
一
つ
で
あ
る
重
い
持
続
的
な
結
果
を
伴
う
傷
害
は
、
強
盗
の
遂
行
手
段
と
し
て
使

用
さ
れ
た
暴
力
の
結
果
と
し
て
生
じ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
、
八
五
条
の
意
味
に
お
け
る
健
康
侵
害
（
本
件
で
は
、
不
安
及

び
抑
う
つ
気
分
を
伴
う
適
応
障
害
）
が
暴
力
の
行
使
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
強
盗
の
手
段
と
し
て
の
脅
迫
に
よ
り
惹
き
起
こ
さ
れ
た
ス
ト

レ
ス
状
態
に
よ
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
加
重
構
成
要
件
の
適
用
は
な
い
。
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次
に
、
性
犯
罪
に
関
し
て
は
、
次
の
二
〇
〇
四
年
九
月
二
三
日
決
定
（12 O

s 79/04

）
が
、
精
神
的
障
害
も
健
康
侵
害
に
該
当
し
う
る

こ
と
を
明
確
に
示
し
た
判
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
）
61
（

る
。

　

当
該
事
案
で
は
、
強
姦
罪
（
二
〇
一
条
一
項
）
の
被
害
者
が
重
い
ス
ト
レ
ス
障
害
を
惹
き
起
こ
す
心
的
外
傷
を
負
っ
た
こ
と
が
、
加
重

構
成
要
件
と
し
て
規
定
さ
れ
た
重
い
傷
害
と
い
え
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
判
例
は
、
精
神
的
な
健
康
侵
害
で
あ
っ
て
も
、
少
な
く
と
も

八
四
条
一
項
に
規
定
さ
れ
た
程
度
に
身
体
的
又
は
精
神
的
な
機
能
を
障
害
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
二
〇
一
条
二
項
一
文
に
規
定
さ
れ
た
加
重

構
成
要
件
の
結
果
に
該
当
し
う
る
と
し
、
そ
の
上
で
、
当
該
事
案
で
問
題
と
な
っ
た
重
い
ス
ト
レ
ス
障
害
を
惹
き
起
こ
す
心
的
外
傷
を
負

わ
せ
る
こ
と
は
、
重
い
傷
害
に
当
た
る
と
し
）
62
（

た
。

2　

Bertel

及
びSchw

aighofer

の
見
解

　

こ
の
見
解
は
、
精
神
的
障
害
は
傷
害
概
念
（
健
康
侵
害
概
念
）
に
は
含
ま
れ
な
い
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
見
解
は
、
通
説
が
、
精
神
的
苦
痛
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
「
医
学
的
な
意
味
に
お
い
て
疾
病
と
認
め
ら
れ
る
状
態
」
で
あ
れ
ば
、

健
康
侵
害
に
該
当
す
る
と
し
て
い
る
点
を
、
次
の
よ
う
に
批
判
す
る
。

　

す
な
わ
ち
、「
医
学
的
意
味
に
お
い
て
疾
病
と
認
め
ら
れ
る
状
態
」
の
精
神
的
苦
痛
は
、
他
の
犯
罪
に
該
当
す
る
行
為
に
よ
っ
て
も
、

あ
る
い
は
何
ら
犯
罪
に
該
当
し
な
い
行
為
に
よ
っ
て
も
、
惹
き
起
こ
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
通
説
の
見
解
で
は
処
罰
を
十
分
に
限
定
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

　

た
と
え
ば
、
学
校
の
宿
題
や
試
験
が
あ
ま
り
に
も
厳
し
い
た
め
に
学
生
が
重
い
睡
眠
障
害
に
な
っ
た
場
合
や
勤
め
先
を
解
雇
さ
れ
た
た

め
に
労
働
者
が
う
つ
病
を
発
症
し
た
場
合
等
に
は
治
療
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
場
合
に
、
教
師
や
雇
用
者
を
傷
害
罪
や
過

失
致
傷
罪
に
よ
り
訴
追
し
て
処
罰
す
る
こ
と
は
、
立
法
者
は
予
定
し
て
い
な
い
し
、
刑
法
の
任
務
で
も
な
い
。
さ
ら
に
、
他
人
を
危
険
に

さ
ら
す
事
故
を
起
こ
し
た
運
転
手
は
、
八
九
条
（
身
体
の
安
全
に
対
す
る
危
害
行
為
）
に
よ
っ
て
の
み
処
罰
可
能
で
あ
る
。
た
と
え
危
険
に

さ
ら
さ
れ
た
被
害
者
が
自
動
車
を
怖
が
る
よ
う
に
な
り
、
あ
る
い
は
睡
眠
障
害
や
う
つ
病
に
罹
患
し
て
も
、
誰
も
、
運
転
手
に
過
失
致
傷
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罪
を
適
用
し
よ
う
と
は
考
え
な
）
63
（
い
。

　

ま
た
、
こ
の
見
解
は
、
条
文
の
文
言
に
注
目
し
た
次
の
よ
う
な
論
拠
も
示
し
て
い
る
。

　

被
害
者
に
精
神
的
苦
痛
（seelische Q

ual

）
を
与
え
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
処
罰
す
る
条
文
が
あ
る
。
ま
た
、
特
定
の
加
重
構

成
要
件
で
は
、
被
害
者
が
「
苦
悩
に
満
ち
た
状
態
（qualvoller Zustand

）」
に
置
か
れ
た
こ
と
を
考
慮
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
傷

害
罪
の
よ
う
に
精
神
的
苦
痛
を
考
慮
す
る
旨
を
示
す
文
言
の
な
い
犯
罪
で
は
、
精
神
的
苦
痛
や
精
神
的
障
害
は
考
慮
さ
れ
て
は
な
ら
な
）
64
（

い
。

　

そ
し
て
、
こ
の
見
解
は
、
先
の
重
強
盗
罪
の
適
用
を
否
定
し
た
判
例
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
に
批
判
す
る
。

　

判
例
は
、
被
害
者
が
発
症
し
た
不
安
症
や
う
つ
病
が
、
被
告
人
が
財
物
を
得
る
意
図
で
行
使
し
た
暴
力
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
も

の
で
は
な
い
と
い
う
理
由
で
、
重
強
盗
罪
の
適
用
を
認
め
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
不
安
症
や
う
つ
病
に
罹
患
す
る
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
健

康
侵
害
で
は
な
い
と
理
解
す
べ
き
で
あ
）
65
（

る
。

　

ま
た
、
こ
の
見
解
は
、
性
犯
罪
の
加
重
構
成
要
件
と
の
関
係
で
は
、
ま
ず
、
強
姦
罪
（
二
〇
一
条
一
項
）
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
、
う

つ
病
、
睡
眠
障
害
と
い
っ
た
精
神
的
健
康
の
侵
害
は
、
そ
れ
が
二
四
日
間
以
上
継
続
す
る
と
し
て
も
、
強
姦
に
通
常
付
随
す
る
も
の
と
い

え
、
そ
れ
ら
の
発
症
を
理
由
と
し
て
加
重
構
成
要
件
の
適
用
は
す
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
す
る
。
次
に
、
一
四
歳
未
満
の
者
に
対
す
る
重

い
性
的
虐
待
罪
（
二
〇
六
条
一
項
）
に
関
し
て
、
精
神
的
健
康
の
侵
害
は
、
性
的
虐
待
に
通
常
付
随
す
る
結
果
で
あ
り
、
ま
た
、
実
際
に
、

性
的
な
虐
待
の
被
害
者
が
発
症
し
た
精
神
的
障
害
が
二
四
日
以
上
継
続
し
な
か
っ
た
事
案
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
精
神
的

健
康
の
侵
害
を
理
由
と
す
る
加
重
構
成
要
件
の
適
用
は
控
え
る
べ
き
と
主
張
す
）
66
（

る
。

3　

M
essner

の
見
）
67
（

解

　

こ
の
見
解
は
、
精
神
的
障
害
を
傷
害
概
念
（
健
康
侵
害
概
念
）
か
ら
排
斥
は
し
な
い
が
、
精
神
障
害
に
よ
る
健
康
侵
害
を
認
め
る
た
め

に
は
、
一
定
期
間
の
継
続
を
要
す
る
と
す
る
こ
と
で
、
処
罰
範
囲
に
制
限
を
設
け
る
見
解
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。

　

こ
の
見
解
は
、
ど
の
程
度
の
精
神
的
障
害
が
、
医
学
的
な
意
味
に
お
い
て
疾
病
と
認
め
ら
れ
る
障
害
な
の
か
が
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
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し
て
、
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。

　

す
な
わ
ち
、
夜
間
に
か
か
っ
て
く
る
嫌
が
ら
せ
電
話
の
た
め
に
疲
弊
す
る
と
い
う
の
で
は
、
ま
だ
疾
病
と
認
め
る
の
に
十
分
で
は
な
い
。

ま
た
、
学
生
の
睡
眠
障
害
、
事
故
で
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
者
の
不
安
状
態
も
ま
だ
足
り
な
い
。
こ
の
よ
う
に
理
解
し
な
け
れ
ば
、
傷
害
罪

（
八
三
条
）
や
過
失
致
傷
罪
（
八
八
条
）
の
適
用
範
囲
が
明
ら
か
に
広
が
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
刑
法
的
な
意
味
に
お
け
る
「
健
康
侵

害
」
を
認
め
る
た
め
に
は
、
高
い
程
度
が
要
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
）
68
（

い
。

　

し
か
し
、
精
神
的
障
害
が
比
較
的
長
い
期
間
継
続
す
る
こ
と
を
も
っ
て
疾
病
と
考
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
二
、
三
日
の
精
神
的
苦
痛

で
は
ま
だ
健
康
侵
害
が
認
め
ら
れ
ず
、
数
週
間
以
上
継
続
す
る
場
合
に
は
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
理
由
が
問
わ
れ
る
。
八
三
条
に
は
、
侵
害

の
継
続
期
間
を
基
準
と
す
る
契
機
は
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
精
神
的
障
害
は
八
三
条
の
結
果
と
し
て
は
予
定
さ
れ
て
い
な
い
と
考

え
る
こ
と
に
も
理
由
が
あ
る
。

　

仮
に
、
こ
の
よ
う
に
考
え
た
と
し
て
も
、
不
当
な
処
罰
の
間
隙
は
生
じ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
嫌
が
ら
せ
の
事
例
は
、
珍
し
い
も
の
で
は

な
い
が
、
通
常
、
傷
害
罪
と
し
て
は
処
罰
さ
れ
な
い
し
、
そ
の
ほ
か
の
心
理
的
な
嫌
が
ら
せ
の
事
例
に
関
し
て
は
、
今
で
は
、
執
拗
な
つ

き
ま
と
い
行
為
を
処
罰
す
る
規
定
（
一
〇
七
条
ａ
）
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
ス
ト
ー
カ
ー
被
害
者
の
精
神
的
な
苦
痛
も
捕
捉
さ
れ
う
る
。

ま
た
、
よ
く
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
精
神
的
障
害
を
健
康
侵
害
と
し
て
認
め
た
判
例
が
適
用
し
て
い
る
の
は
、
八
三
条
で
は
な

く
、
強
盗
罪
や
性
犯
罪
の
諸
規
定
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
八
四
条
一
項
の
重
い
傷
害
の
発
生
が
加
重
構
成
要
件
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
事
案
に
応
じ
て
、
精
神
的
障
害
に
よ
る
二
四
日
を
超
え
て
継
続
す
る
職
業
不
能
を
認
め
る
こ
と
は
、
妨
げ
ら
れ
な
）
69
（

い
。

　

な
お
、
こ
の
見
解
は
、
強
盗
や
強
姦
の
被
害
に
あ
っ
た
場
合
に
通
常
生
じ
る
よ
う
な
精
神
的
外
傷
は
、
強
盗
罪
や
強
姦
罪
の
重
い
法
定

刑
の
中
に
考
慮
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
精
神
的
外
傷
を
理
由
と
し
て
加
重
構
成
要
件
の
適
用
を
認
め
る
べ
き
か

は
問
題
で
あ
る
と
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
二
四
日
を
超
え
る
職
業
不
能
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
り
加
重
構
成
要
件
の
適
用
を
認
め

る
こ
と
に
よ
り
合
理
的
な
解
決
が
も
た
ら
さ
れ
る
旨
主
張
し
て
い
）
70
（
る
。
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㈣　

小　

括

　

ま
ず
、
八
三
条
一
項
の
「
身
体
傷
害
」
に
つ
い
て
は
「
ご
く
些
細
な
」
傷
害
が
除
外
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
健
康
侵
害
」
に
つ
い
て

は
「
医
学
的
な
意
味
に
お
い
て
疾
病
と
認
め
ら
れ
る
状
態
で
あ
る
こ
と
」
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
基
準
は
、
治
療
を
要
す
る
状
態

か
を
問
う
も
の
と
理
解
さ
れ
）
71
（
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
日
常
的
に
生
じ
る
程
度
の
精
神
的
ス
ト
レ
ス
状
態
を
傷
害
概
念
（
健
康
侵
害
概
念
）
か

ら
除
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
傷
害
概
念
に
程
度
の
限
定
を
付
し
て
い
る
点
は
、
法
定
刑
の
下
限
が
科
料
で
あ
る
こ
と
等
を
理
由

に
、
比
較
的
軽
微
な
も
の
も
傷
害
と
し
て
把
握
す
る
日
本
の
傷
害
罪
の
理
解
と
は
異
な
る
点
で
あ
る
。

　

な
お
、M

essner

の
見
解
に
つ
い
て
は
、
二
四
日
を
超
え
て
（
八
四
条
一
項
）
継
続
す
る
精
神
的
苦
痛
を
「
健
康
侵
害
」
と
す
る
見
解

で
あ
る
と
の
評
価
が
あ
）
72
（

り
、
ま
た
、
精
神
的
障
害
に
よ
る
傷
害
罪
・
過
失
致
傷
罪
の
適
用
に
は
否
定
的
で
あ
る
が
、
傷
害
罪
の
加
重
構
成

要
件
で
あ
る
八
四
条
一
項
の
適
用
可
能
性
は
認
め
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
概
念
的
に
は
精
神
的
障
害
も
傷
害
（
健
康
侵
害
）
に
該
当

し
う
る
こ
と
を
前
提
に
、
身
体
の
場
合
よ
り
も
高
い
程
度
の
限
定
を
付
す
見
解
と
し
て
理
解
で
き
る
。

　

次
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
否
定
説
は
、
精
神
的
障
害
に
関
し
て
は
、
先
の
「
医
学
的
な
意
味
に
お
い
て
疾
病
と
認
め
ら
れ
る
状

態
で
あ
る
こ
と
」
と
い
う
基
準
で
は
十
分
に
処
罰
範
囲
を
限
定
で
き
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、
傷
害
罪
規
定
に
は
精
神
的
被
害
の

考
慮
を
許
す
文
言
が
使
わ
れ
て
い
な
い
点
も
論
拠
と
し
て
い
る
が
、
八
三
条
の
標
題
中
の
「Körper

」
に
は
精
神
的
な
も
の
は
含
ま
れ
な

い
と
の
記
述
（
言
葉
の
意
味
の
可
能
的
な
範
囲
の
問
）
73
（

題
へ
の
言
及
）
は
見
受
け
ら
れ
な
）
74
（

い
。

　

性
犯
罪
の
被
害
者
が
発
症
し
た
精
神
的
障
害
に
関
し
て
は
、
そ
れ
を
理
由
と
す
る
加
重
構
成
要
件
の
適
用
を
認
め
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

判
例
に
対
し
て
、
否
定
説
の
立
場
か
ら
、
性
犯
罪
の
被
害
者
に
は
精
神
的
障
害
が
生
じ
る
こ
と
は
通
例
で
あ
り
、
そ
れ
を
理
由
に
加
重
構

成
要
件
の
適
用
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
の
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
強
盗
罪
や
強
姦
罪
の
重
い
法
定
刑
に
は
被
害
者
の
精
神

的
被
害
も
考
慮
さ
れ
て
い
る
と
の
主
張
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
主
張
は
、
福
岡
高
判
平
成
一
二
年
（
判
例
⑪
）
の
「
織
り
込
み
済
み
の
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理
論
」
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
前
章
で
見
た
と
お
り
、
日
本
で
は
、
精
神
的
障
害
に
関
す
る
多
く
の
裁
判
例
に
お
い
て
、
性
犯
罪

の
結
果
的
加
重
犯
と
し
て
の
致
傷
罪
の
成
否
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
同
様
に
問
題
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、

注
目
さ
れ
る
主
張
で
あ
）
75
（
る
。

　

次
に
、
加
重
構
成
要
件
と
の
関
係
に
つ
い
て
み
る
と
、
八
四
条
一
項
の
重
い
傷
害
、
八
五
条
の
重
い
持
続
的
な
結
果
を
伴
う
傷
害
は
、

強
盗
罪
や
強
姦
罪
等
の
加
重
構
成
要
件
の
一
つ
で
あ
る
が
、
八
三
条
一
項
の
（
軽
）
傷
害
が
生
じ
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
加
重
構
成
要
件

は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
法
律
上
、
加
重
構
成
要
件
を
適
用
す
る
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
過
失
に
よ
り
当
該
結
果
を
惹
起
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
（
七
条
二
）
76
（

項
）。
加
え
て
、
判
例
の
事
案
の
中
に
は
、
重
強
盗
罪
に
関
し
て
、
条
文
の
文
言
に
照
ら
し
て
、
被
害

者
に
生
じ
た
精
神
的
障
害
が
強
盗
の
手
段
と
し
て
使
用
さ
れ
た
暴
力
の
結
果
で
は
な
く
脅
迫
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
加
重
構

成
要
件
の
適
用
を
認
め
な
か
っ
た
も
の
が
あ
る
。

　

条
文
の
規
定
の
仕
方
が
異
な
る
た
め
、
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
点
は
、
法
律
上
（
そ
し
て
判
）
77
（
例
上
）
強
盗

致
傷
罪
や
強
姦
致
傷
罪
に
お
け
る
傷
害
概
念
と
傷
害
罪
に
お
け
る
傷
害
概
念
に
差
異
を
認
め
て
お
ら
ず
、
ま
た
結
果
的
加
重
犯
の
成
立
要

件
が
比
較
的
緩
や
か
で
あ
る
日
本
と
の
重
要
な
相
違
点
で
あ
り
、
日
本
刑
法
に
お
い
て
精
神
的
障
害
を
傷
害
概
念
に
含
め
た
場
合
の
処
罰

範
囲
の
合
理
的
な
限
定
手
段
の
必
要
性
を
意
識
さ
せ
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

㈤　

補
論

―
「
第
三
者
の
シ
ョ
ッ
ク
損
害
（Schockschäden D

ritter

）」
に
つ
い
て

　

精
神
的
障
害
が
傷
害
概
念
に
含
ま
れ
、
か
つ
、
精
神
的
な
方
法
に
よ
る
健
康
侵
害
も
可
能
と
な
る
と
、
直
接
の
被
害
者
以
外
の
第
三
者

に
発
生
し
た
傷
害
を
理
由
と
す
る
傷
害
罪
・
致
傷
罪
の
成
否
が
問
題
と
な
る
事
例
が
十
分
に
考
え
ら
れ
る
（
前
出
の
判
例
⑮
⑯
⑰
も
参
照
）。

　

こ
の
点
に
関
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、
過
失
犯
の
成
立
範
囲
を
論
じ
る
文
脈
で
は
あ
る
が
、「
第
三
者
の
シ
ョ
ッ
ク
損
害
」
と
し

て
議
論
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
子
供
が
交
通
事
故
に
遭
い
死
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
親
が
心
筋
梗
塞
を
起
こ
し
た
場
合
が
例
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と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
場
合
に
、
交
通
事
故
の
加
害
者
が
親
の
死
亡
ま
で
責
任
を
負
う
の
か
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
結
論
的

に
、「
シ
ョ
ッ
ク
損
害
」
ま
で
そ
の
原
因
を
作
出
し
た
者
に
帰
属
す
る
こ
と
は
否
定
す
べ
き
と
さ
れ
て
お
り
、
先
の
交
通
事
故
の
例
に
つ

い
て
は
、
親
が
負
担
す
べ
き
「
一
般
的
生
活
危
険
（allgem

eines Lebensrisiko

）」
で
あ
り
、
結
果
の
帰
属
が
否
定
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
）
78
（
る
。

四　

お
わ
り
に

―
検
討
課
題
の
確
認

㈠　

精
神
的
障
害
の
傷
害
該
当
性
に
関
す
る
「
二
つ
の
要
請
」

　

精
神
的
障
害
が
傷
害
概
念
に
含
ま
れ
る
か
と
い
う
議
論
に
お
い
て
は
、
一
方
で
は
、
人
が
生
活
す
る
う
え
で
日
常
的
に
受
け
る
程
度
の

ス
ト
レ
ス
に
よ
っ
て
（
あ
る
い
は
犯
罪
被
害
者
が
通
常
受
け
る
程
度
の
ス
ト
レ
ス
に
よ
っ
て
も
）
処
罰
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
要
請
が
あ
）
79
（
る

（
第
一
の
要
請
）。
し
か
し
他
方
で
は
、
人
の
精
神
の
保
護
も
身
体
の
保
護
に
劣
ら
ず
重
要
で
あ
り
、
重
篤
な
精
神
的
障
害
が
生
じ
た
場
合

等
に
は
や
は
り
傷
害
罪
・
致
傷
罪
が
成
立
す
る
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
別
の
要
請
も
あ
）
80
（

る
（
第
二
の
要
請
）。
こ
の
二
つ
の
要

請
を
、
二
つ
な
が
ら
に
い
か
に
実
現
す
る
か
と
い
う
点
に
、
こ
の
議
論
の
難
し
さ
が
あ
る
。

　

精
神
的
障
害
は
そ
も
そ
も
傷
害
概
念
に
含
ま
れ
な
い
と
す
る
見
）
81
（

解
（
以
下
「
身
体
症
状
限
定
説
」
と
い
う
）
は
、
ま
ず
第
一
の
要
請
に
つ

い
て
、
傷
害
概
念
か
ら
精
神
的
障
害
を
排
斥
す
る
こ
と
に
よ
り
実
現
し
、
第
二
の
要
請
に
つ
い
て
は
、
被
害
者
が
重
篤
な
精
神
的
障
害
を

負
い
な
が
ら
、
身
体
的
症
状
が
全
く
見
ら
れ
な
い
と
い
う
事
態
は
実
際
上
考
え
に
く
い
と
い
う
一
種
の
経
験
則
を
媒
介
さ
せ
て
、
そ
の
限

度
で
被
害
者
の
保
護
を
実
現
す
る
も
の
と
理
解
で
き
）
82
（
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
精
神
的
障
害
も
傷
害
概
念
に
含
ま
れ
る
と
す
る
見
解
（
以
下
「
精
神
症
状
包
含
説
」
と
い
う
。）
は
、
ま
ず
第
二
の
要
請

に
つ
い
て
、
精
神
的
障
害
も
傷
害
概
念
か
ら
排
斥
さ
れ
な
い
と
す
る
こ
と
で
実
現
し
、
第
一
の
要
請
に
つ
い
て
は
、
総
論
的
及
び
各
論
的
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な
各
種
の
制
限
手
段
に
よ
り
処
罰
範
囲
を
限
定
す
る
こ
と
で
実
現
し
よ
う
と
す
る
見
解
と
し
て
理
解
で
き
）
83
（
る
。

㈡　

傷
害
概
念
に
関
す
る
問
題

　

精
神
的
障
害
の
傷
害
該
当
性
に
関
し
て
は
、「
精
神
的
障
害
は
一
律
に
傷
害
概
念
か
ら
排
斥
さ
れ
る
の
か
（
身
体
的
症
状
の
み
が
傷
害
概
念

を
構
成
す
る
の
か
）」
と
い
う
「
傷
害
概
念
」
の
問
題
や
「
軽
微
な
精
神
的
障
害
」
の
問
題
が
あ
り
、
ま
た
、
保
護
す
べ
き
対
象
が
人
の
精

神
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
く
考
慮
も
必
要
と
な
る
。

　

し
か
し
、
先
の
「
二
つ
の
要
請
」
の
箇
所
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
精
神
的
障
害
の
傷
害
該
当
性
を
考
察
す
る
際
の
出
発
点
と
な
り
、
そ

の
後
の
議
論
の
方
向
性
を
決
め
る
の
は
、「
傷
害
概
念
」
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
で
あ
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
精
神
症
状
包
含
説
が
通
説
的
見
解
で
あ
る
）
84
（

が
、
そ
の
論
拠
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
示
さ
れ
て
い
な
）
85
（

い
。

　

精
神
症
状
包
含
説
に
対
し
て
は
、
身
体
症
状
限
定
）
86
（
説
か
ら
、
①
精
神
と
生
理
と
は
別
な
い
し
別
次
元
の
も
の
で
あ
る
、
②
も
し
「
生
理

的
機
能
」
の
中
に
精
神
的
機
能
が
、「
健
康
」
の
中
に
精
神
の
健
康
が
含
ま
れ
る
と
す
れ
ば
、
不
安
・
鬱
・
恐
怖
・
パ
ニ
ッ
ク
な
ど
に
支

配
さ
れ
た
と
き
に
、
そ
れ
だ
け
で
傷
害
罪
が
成
立
し
か
ね
な
い
、
③
刑
法
は
精
神
・
心
理
・
感
情
の
領
域
を
生
命
・
身
体
な
ど
と
は
区
別

し
て
保
護
し
て
い
る
と
の
疑
問
が
呈
さ
れ
て

）
88
）（
87
（

い
る
。

　

ま
た
、
精
神
的
障
害
が
二
〇
四
条
の
「『
人
の
身
体

0

0

を
傷
害
し
た

0

0

0

0

』
と
い
う
言
葉
の
可
能
な
意
味
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
か
疑
問
が
な
い

わ
け
で
は
な
）
89
（

い
」
と
い
う
、
条
文
の
沿
革
に
も
関
わ
る
指
摘
が
な
さ
れ
て

）
91
）（
90
（

い
る
。

　

こ
れ
ら
の
疑
問
及
び
指
摘
に
つ
い
て
の
検
討
や
、
ま
た
、
従
来
は
必
ず
し
も
積
極
的
に
示
さ
れ
て
い
な
い
精
神
症
状
包
含
説
を
支
え
る

論
拠
に
つ
い
て
の
検
討
が
、
傷
害
概
念
に
関
す
る
課
題
と
な
る
。
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㈢　

処
罰
範
囲
に
関
す
る
問
題

1　

身
体
症
状
限
定
説
に
つ
い
て

　

身
体
症
状
限
定
説
に
つ
い
て
は
、
傷
害
概
念
を
身
体
的
症
状
に
限
定
し
、
精
神
的
障
害
を
排
斥
す
る
こ
と
に
よ
り
、
処
罰
範
囲
に
間
隙

が
生
じ
な
い
か
等
が
問
題
と
な
る
。

2　

精
神
症
状
包
含
説
に
つ
い
て

　

精
神
症
状
包
含
説
に
つ
い
て
は
、
傷
害
概
念
に
精
神
的
障
害
を
含
む
こ
と
に
よ
る
処
罰
範
囲
の
拡
張
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
）
92
（
り
、
そ

の
限
定
方
法
の
有
無
・
当
否
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
ま
ず
「
軽
微
な
精
神
的
障
害
」
は
傷
害
に
当
た
ら
な
い
と
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
最
決
平
成
二
四
年
（
判

例
①
）
が
、
被
害
者
の
精
神
的
機
能
の
障
害
が
「
一
時
的
な
精
神
的
苦
痛
や
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
と
い
う
の
に
と
ど
ま
ら
な
い
」
も
の

で
あ
っ
た
と
判
示
し
て
い
る
の
は
、
精
神
的
障
害
の
程
度
に
配
慮
す
る
趣
旨
と
理
解
で

）
94
）（
93
（

き
る
。

　

次
に
、
福
岡
高
判
平
成
一
二
年
（
判
例
⑪
）
の
示
し
た
「
織
り
込
み
済
み
の
理
論
」
は
、
結
果
的
加
重
犯
と
し
て
の
致
傷
罪
の
成
立
範

囲
を
限
定
す
る
試
み
で
あ
）
95
（

り
、
検
討
の
対
象
で
あ
）
96
（

る
。

3　

処
罰
範
囲
に
関
し
て
得
ら
れ
た
主
な
内
容

　

処
罰
範
囲
の
拡
張
可
能
性
に
関
し
て
は
、
前
章
ま
で
の
日
本
の
判
例
・
裁
判
例
及
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
議
論
の
整
理
・
分
析
を
通
じ
て
、

以
下
の
内
容
は
検
討
に
値
す
る
と
い
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

た
と
え
ば
、
間
一
髪
で
交
通
事
故
を
免
れ
た
者
が
精
神
的
な
障
害
を
負
う
ケ
ー
ス
は
、
実
際
に
も
起
こ
り
う
）
97
（
る
。
身
体
的
障
害
が
な
け

れ
ば
自
動
車
運
転
過
失
致
傷
罪
の
「
未
遂
」
と
し
て
不
可
罰
と
す
る
の
か
、
精
神
的
障
害
の
発
症
に
よ
り
（
身
体
的
症
状
が
特
に
な
く
て

も
）
同
罪
の
成
立
を
認
め
る
の
か
は
問
題
と
な
る
。
こ
れ
は
実
体
法
上
の
処
罰
範
囲
に
直
接
影
響
す
る
も
の
と
い
え
る
。
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次
に
、
性
犯
罪
の
被
害
者
の
精
神
的
障
害
の
評
価
で
あ
）
98
（
る
。
刑
事
裁
判
に
お
い
て
実
際
に
問
題
と
な
っ
た
例
も
多
く
、
ま
た
精
神
的
障

害
が
性
犯
罪
被
害
者
に
通
常
付
随
す
る
点
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
（「
織
り
込
み
済
み
」
な
の
か
、
保
護
の
必
要
性
が
高
い
の
か
等
）
は
問

題
と
な
）
99
（
る
。

　

最
後
に
、
精
神
的
障
害
は
、
心
理
的
方
法
が
傷
害
の
手
段
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
も
関
係
し
て
、
犯
罪
の
直
接
の
被
害
者
以

外
の
者
に
も
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
実
際
に
も
福
井
地
判
平
成
一
七
年
等
（
判
例
⑮
⑯
⑰
）
で
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
と

え
ば
、
自
分
の
子
供
が
一
人
で
留
守
番
中
に
犯
罪
の
被
害
に
遭
い
か
け
た
こ
と
を
知
っ
た
両
親
が
精
神
的
障
害
を
発
症
し
た
場
合
の
、
両

親
の
精
神
的
障
害
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
シ
ョ
ッ
ク
損
）
100
（

害
」
の
議
論
で
示
さ
れ
た
価
値
判
断
も
含
め
て
、
検
討
す
べ
き
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
、
本
稿
で
は
、
精
神
的
障
害
の
障
害
該
当
性
に
関
す
る
検
討
課
題
の
析
出
・
確
認
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
今
回
は
考
察
の
対
象
と
し
な
か
っ
た
日
本
に
お
け
る
議
論
等
も
踏
ま
え
て
、
検
討
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

（
1
）  

旧
刑
法
（
明
治
一
三
年
太
政
官
布
告
第
三
七
号
）
三
〇
〇
条
一
項
は
、「
人
ヲ
殴
打
創
傷
シ
…
…
知
覚
精
神
ヲ
喪
失
セ
シ
メ
」
た
場
合
を
規
定

し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
有
形
的
方
法
に
よ
り
、
精
神
を
障
害
し
た
場
合
の
規
定
と
い
え
る
。「
知
覚
精
神
ヲ
喪
失
セ
シ
メ
」
に
つ
い
て
は
、「
白
痴

又
ハ
瘋
癲
等
ニ
致
ス
ヲ
云
フ
」
と
の
説
明
が
あ
る
。
小
疇
傳
『
日
本
刑
法
論
（
各
論
）』（
一
九
〇
五
年
）
六
〇
九
頁
等
。

（
2
）  

傷
害
結
果
と
し
て
は
、
最
判
昭
和
二
七
年
は
、
病
毒
感
染
を
、
最
決
平
成
一
七
年
は
、
慢
性
頭
痛
症
、
睡
眠
障
害
、
耳
鳴
り
症
を
認
め
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
睡
眠
障
害
に
つ
い
て
は
、「
精
神
的
機
能
の
障
害
の
一
種
」
で
あ
る
と
の
評
価
が
あ
る
。
判
時
二
一
七
二
号
一
四
五
頁
の
匿
名
コ
メ

ン
ト
参
照
。
睡
眠
障
害
に
つ
い
て
は
、
高
橋
三
郎
ほ
か
訳
『
Ｄ
Ｓ
Ｍ
―
Ⅳ
―
Ｔ
Ｒ　

精
神
疾
患
の
分
類
と
診
断
の
手
引
〔
新
訂
版
〕』（
二
〇
〇
三

年
）
二
一
七
頁
以
下
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）  

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
概
念
の
沿
革
や
概
要
は
、
小
西
聖
子
「
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
概
念
と
諸
問
題
」
罪
と
罰
三
四
巻
三
号
（
一
九
九
七
年
）
四
二
頁
以
下
、
飛
鳥
井
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望
『
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
臨
床
研
究　

理
論
と
実
践
』（
二
〇
〇
八
年
）
一
一
頁
以
下
等
。
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
診
断
基
準
に
つ
い
て
は
、
融
道
夫
ほ
か

監
訳
『
Ｉ
Ｃ
Ｄ
―
10　

精
神
及
び
行
動
の
障
害

―
臨
床
記
述
と
診
断
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

―
』（
二
〇
〇
五
年
）
一
五
八
頁
以
下
、
高
橋
ほ
か

（
前
掲
注
（
2
））
一
七
九
頁
以
下
等
。

（
4
）  
学
説
で
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
、「
近
時
は
心
理
的
外
傷
も
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
か
ら
、
今
後
そ
れ
も
『
傷
害
』
と
し
て
考
え
て
ゆ

く
方
向
を
採
る
べ
き
で
あ
る
」
と
す
る
見
解
（
植
松
正
『
再
訂
刑
法
概
説
各
論
』（
一
九
七
五
年
）
二
五
四
頁
）、「
内
科
的
あ
る
い
は
精
神
の
疾

患
に
か
か
ら
せ
る
こ
と
」
は
傷
害
で
あ
る
と
す
る
見
解
（
藤
木
英
雄
『
刑
法
各
論
』（
一
九
七
六
年
）
一
九
四
頁
）、「
精
神
的
外
傷
も
傷
害
だ
と

い
う
考
え
も
あ
る
が
（
植
松
）、
精
神
的
外
傷
そ
の
も
の
で
は
な
く
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
精
神
に
障
害
が
ひ
き
起
こ
さ
れ
た
こ
と
が
傷
害
だ
と
考

え
る
の
が
よ
い
」
と
す
る
見
解
（
斉
藤
誠
二
『
刑
法
講
義
各
論
Ⅰ
〔
新
訂
版
〕』（
一
九
七
九
年
）
一
五
八
頁
）
等
が
見
ら
れ
る
。

（
5
）  

人
事
不
省
（
失
神
）
や
意
識
障
害
の
評
価
に
も
よ
る
。
人
事
不
省
に
つ
い
て
は
、
大
判
大
正
一
五
年
七
月
二
〇
日
（
新
聞
二
五
九
八
号
九
頁
）

及
び
大
判
昭
和
八
年
九
月
六
日
（
刑
集
一
二
巻
一
五
九
三
頁
）、
意
識
障
害
に
つ
い
て
は
、
最
決
平
成
二
四
年
一
月
三
〇
日
（
刑
集
六
六
巻
一
号

三
六
頁
）
等
。
な
お
、
仮
刑
律
や
改
定
律
例
に
は
、「
昏
絶
」（
人
事
不
省
）
に
つ
い
て
記
述
が
あ
る
。
水
林
彪
「
Ⅰ　

仮
刑
律
」
石
井
紫
朗
ほ
か

校
注
『
法
と
秩
序
』（
一
九
九
二
年
）
二
五
頁
、
二
六
七
頁
。

（
6
）  

林
幹
人
「
精
神
的
ス
ト
レ
ス
と
傷
害
」
同
『
判
例
刑
法
』（
二
〇
一
一
年
）〔
判
時
一
九
一
九
号
（
二
〇
〇
六
年
）
に
初
出
〕
二
四
七
頁
以
下
は
、

ド
イ
ツ
及
び
イ
ギ
リ
ス
の
議
論
を
、
林
美
月
子
「
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
と
傷
害
」
神
奈
川
法
学
三
六
巻
三
号
（
二
〇
〇
四
年
）
八
八
五
頁
以
下
は
、
ド
イ
ツ

及
び
ア
メ
リ
カ
の
議
論
を
、
三
浦
愛
「
イ
ギ
リ
ス
刑
法
に
お
け
る
精
神
的
障
害
と
嫌
が
ら
せ
に
つ
い
て
」
法
学
研
究
年
誌
（
東
北
学
院
大
学
大
学

院
）
一
六
号
（
二
〇
〇
九
年
）
六
一
頁
以
下
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
議
論
を
紹
介
し
て
い
る
。

（
7
）  

そ
の
後
五
〇
回
の
改
正
を
経
て
い
る
（
二
〇
一
三
年
三
月
一
〇
日
現
在
）。
傷
害
概
念
の
理
解
に
と
り
基
本
と
な
る
八
三
条
に
つ
い
て
は
、
一

九
九
六
年
に
法
定
刑
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
以
外
に
変
更
は
な
い
。

（
8
）  Regierungsvorlage eines Strafgesetzbuches sam

t Erläuterungen, W
ien, 1971. 

（30 der Beilagen zu den Stenographischen 
Protokollen des N

ationalrates XIII. G
P

：
以
下
、
本
文
で
は
「
草
案
理
由
書
」、
注
で
は
同
国
の
慣
例
に
よ
り
「
Ｅ
Ｂ
Ｒ
Ｖ
」
と
い
う
。）

（
9
）  

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
刑
事
司
法
制
度
に
つ
い
て
は
、
國
井
恒
志
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
刑
事
司
法
制
度
の
実
情
（
市
民
参
加
裁
判
を
中
心
に
）」「
植

村
立
朗
判
事
退
官
記
念
論
文
集
」
編
集
委
員
会
編
『
植
村
立
朗
判
事
退
官
記
念
論
文
集　

現
代
刑
事
法
の
諸
問
題
〔
第
二
巻　

第
二
編　

実
践

編
〕』（
二
〇
一
一
年
）
三
五
七
頁
以
下
等
。

（
10
）  

本
文
中
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
公
刊
物
等
に
よ
り
内
容
を
確
認
で
き
た
判
例
・
裁
判
例
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
、
必
ず
し
も
精
神
的
障
害
の
傷
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害
該
当
性
が
主
な
争
点
と
な
っ
た
事
案
に
限
ら
な
い
。
そ
の
他
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
弘
規
「
強
制
わ
い
せ
つ
の
被
害
者
が
受
け
た
精
神
的

ス
ト
レ
ス
を
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
と
認
定
し
、
強
制
わ
い
せ
つ
致
傷
罪
の
成
立
を
認
め
た
事
例
」
警
察
公
論
（
二
〇
〇
一
年
）
五
九
頁
以
下
、
小
倉
正
三

「
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）
と
傷
害
罪
の
成
立
」
小
林
充
先
生
佐
藤
文
哉
先
生
古
稀
祝
賀
刑
事
裁
判
論
集
刊
行
会
編
『
小
林
充

先
生
佐
藤
文
哉
先
生
古
稀
祝
賀
刑
事
裁
判
論
集　

上
巻
』（
二
〇
〇
六
年
）
三
四
一
頁
以
下
、
黒
木
宣
夫
ほ
か
編
『
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
：
医
の
診
断
と
法

の
判
断
』
一
五
八
頁
以
下
、
小
笠
原
和
美
「
性
犯
罪
に
よ
る
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
致
傷
罪
の
立
件
事
例
」
警
察
学
論
集
六
三
巻
七
号
（
二
〇
一
〇
年
）
九
九

頁
以
下
、
杉
田
雅
彦
「『
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
』
も
傷
害
と
初
判
断
（
監
禁
致
傷
罪
成
立
）」
交
通
事
故
判
例
速
報
五
五
五
号
（
二
〇
一
二
年
）
二
一
頁
以
下

等
。

（
11
）  

小
田
晋
「
犯
罪
被
害
者
の
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
」
教
育
と
医
学
四
五
巻
八
号
（
一
九
九
七
年
）
二
一
頁
以
下
は
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
が
関
わ
る
法
的
問
題
と
し
て
、

①
民
事
事
件
に
お
け
る
精
神
的
苦
痛
に
対
す
る
補
塡
の
対
象
を
ど
こ
ま
で
に
す
る
か
、
②
刑
事
事
件
の
責
任
能
力
の
問
題
、
③
刑
事
事
件
に
お
け

る
被
害
者
の
被
害
の
程
度
、
④
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
症
状
の
存
在
が
ト
ラ
ウ
マ
と
な
っ
た
事
件
の
存
在
の
証
拠
と
な
る
か
、
を
挙
げ
る
。

（
12
）  

評
釈
と
し
て
、
杉
田
（
前
掲
注
（
10
））
二
一
頁
以
下
、
神
村
昌
通
「
判
批
」
研
修
七
七
二
号
（
二
〇
一
二
年
）
一
三
頁
以
下
、
豊
田
兼
彦

「
判
批
」
法
セ
六
九
三
号
（
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）
一
四
三
頁
、
近
藤
和
哉
「
判
批
」
法
教
三
八
九
号
別
冊
「
判
例
セ
レ
ク
ト
二
〇
一
二
」（
二
〇

一
三
年
）
三
四
頁
、
深
野
友
裕
「
判
批
」
警
察
公
論
六
八
巻
二
号
（
二
〇
一
三
年
）
八
八
頁
以
下
、
田
川
靖
紘
「
判
批
」
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
三

五
号
（
二
〇
一
三
年
）
一
四
五
頁
等
が
あ
る
。

（
13
）  

近
藤
（
前
掲
注
（
12
））
は
、
同
決
定
に
つ
い
て
、
被
害
者
一
名
に
発
症
し
た
「
解
離
性
障
害
に
つ
い
て
の
事
例
判
断
と
し
て
の
意
義
も
、
一

定
限
度
で
有
し
て
い
る
」
と
評
価
す
る
。
な
お
、
最
判
平
成
一
五
年
七
月
二
〇
日
刑
集
五
七
巻
七
号
九
〇
三
頁
（
新
潟
監
禁
事
件
）
の
原
審
で
あ

る
東
京
高
判
平
成
一
四
年
一
二
月
一
〇
日
は
、
被
害
者
に
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
及
び
解
離
性
症
状
を
認
め
て
い
る
。

（
14
）  

評
釈
と
し
て
、
船
山
泰
範
「
判
批
」
現
代
刑
事
法
四
七
号
（
二
〇
〇
三
年
）
五
八
頁
以
下
等
。

（
15
）  

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
と
適
応
障
害
の
関
係
に
つ
い
て
、
飛
鳥
井
望
（
前
掲
注
（
2
））
六
〇
頁
は
、「
Ｄ
Ｓ
Ｍ
―
Ⅳ
―
Ｔ
Ｒ
で
は
、
Ａ
基
準
に
該
当
し
な
い

軽
微
な
出
来
事
に
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
様
症
状
が
発
展
し
た
場
合
は
『
適
応
障
害
』
と
し
て
診
断
さ
れ
て
い
る
。」
と
説
明
す
る
。

（
16
）  

報
道
に
よ
れ
ば
、
本
件
の
控
訴
審
で
あ
る
広
島
高
岡
山
支
判
平
成
二
五
年
二
月
二
七
日
も
、
本
件
被
害
者
の
パ
ニ
ッ
ク
障
害
は
刑
法
上
の
傷
害

で
あ
る
旨
判
断
し
た
よ
う
で
あ
る
。
朝
日
新
聞
二
〇
一
三
年
二
月
二
八
日
朝
刊
等
。

（
17
）  

評
釈
と
し
て
、
内
田
博
文
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
一
二
〇
二
号
（
二
〇
〇
一
年
）
一
五
二
頁
以
下
、
大
山
弘
「
判
批
」
法
セ
五
五
七
号
（
二
〇
〇
一

年
）
一
〇
五
頁
、
甲
斐
行
夫
「
判
批
」
研
修
六
三
九
号
（
二
〇
〇
一
年
）
二
九
頁
以
下
、
佐
々
木
和
夫
「
判
批
」
現
代
刑
事
法
三
九
号
（
二
〇
〇



法学政治学論究　第97号（2013.6）

118

二
年
）
六
七
頁
以
下
、
安
田
拓
人
「
判
批
」
法
教
二
五
八
号
別
冊
「
セ
レ
ク
ト
二
〇
〇
一
」（
二
〇
〇
二
年
）
三
一
頁
、
前
田
雅
英
『
最
新
重
要

判
例
２
５
０
〔
刑
法
〕〔
第
五
版
〕』（
二
〇
〇
四
年
）
一
二
二
頁
等
。
緒
方
あ
ゆ
み
「
精
神
的
機
能
障
害
と
傷
害
罪
の
成
否
」
同
志
社
法
学
五
四

巻
一
号
（
二
〇
〇
二
年
）
二
九
二
頁
以
下
。

（
18
）  
神
村
（
前
掲
注
（
12
））
一
三
頁
以
下
、
豊
田
（
前
掲
注
（
12
））
一
四
三
頁
、
近
藤
（
前
掲
注
（
12
））
三
四
頁
、
深
野
（
前
掲
注
（
12
））
九

四
頁
以
下
、
田
川
（
前
掲
注
（
12
））
一
四
六
頁
、
一
五
一
頁
等
。

（
19
）  
福
岡
高
判
平
成
一
二
年
（
判
例
⑪
）
は
、
人
の
精
神
的
機
能
に
障
害
を
与
え
る
場
合
も
人
の
生
理
的
機
能
に
障
害
を
与
え
る
場
合
に
含
ま
れ
、

傷
害
に
該
当
す
る
旨
判
示
し
て
い
る
。

（
20
）  

小
倉
（
前
掲
注
（
10
））
三
五
一
頁
以
下
に
は
、
公
刊
物
未
登
載
の
裁
判
例
が
六
例
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
性
犯
罪
の
結
果
的
加
重

犯
と
し
て
の
致
傷
罪
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
（
強
制
わ
い
せ
つ
致
傷
二
例
、
強
姦
致
傷
四
例
）。

（
21
）  

強
盗
罪
に
関
し
て
は
、
精
神
的
障
害
の
発
症
を
理
由
と
し
て
強
盗
致
傷
罪
の
成
否
が
争
わ
れ
た
事
案
は
、
今
の
と
こ
ろ
知
り
え
て
い
な
い
。
福

岡
高
判
平
成
二
四
年
二
月
一
六
日
（
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｂ
文
献
番
号25480524

）
は
、
強
盗
殺
人
未
遂
罪
に
関
し
て
、「
左
胸
部
刺
創
等
の
傷
害
及
び

加
療
期
間
不
明
の
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
の
傷
害
を
負
わ
せ
た
に
と
ど
ま
り
、
金
品
強
取
及
び
殺
害
の
目
的
を
遂
げ
な
か
っ
た
」
と
し
て
い

る
。

（
22
）  

お
そ
ら
く
、
当
該
障
害
を
内
容
と
す
る
傷
害
が
訴
因
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
23
）  

本
章
で
引
用
す
る
条
文
は
、
一
九
七
四
年
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
典
の
条
文
で
あ
る
。

（
24
）  

オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
典
の
邦
訳
に
つ
い
て
は
、
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
『
一
九
七
四
年
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
典
』（
法
務
資
料
第
四

二
三
号
）（
一
九
九
五
年
）
を
参
照
し
た
。

（
25
）  

制
定
の
経
緯
な
い
し
沿
革
に
つ
い
て
は
、
内
藤
謙
『
刑
法
改
正
と
犯
罪
論
』（
一
九
七
四
年
）
九
二
頁
以
下
及
び
三
四
〇
頁
以
下
、
振
津
隆
行

『
刑
事
不
法
論
の
展
開
』（
二
〇
〇
四
年
）
四
頁
以
下
等
。

（
26
）  

か
つ
て
の
一
八
五
二
年
刑
法
で
は
、
重
傷
害
罪
は
、
一
五
二
条
及
び
一
五
三
条
に
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
に
至
ら
な
い
軽
い
傷
害
罪
は
、

違
警
罪
と
し
て
、
四
一
一
条
に
規
定
さ
れ
て
い
た
。

（
27
）  EBRV, S. 212.

（
28
）  Burgstaller/Fabrizy, in: H

öpfel u.a. 

（H
rsg.

）, W
iener Kom

m
entar zum

 Strafgesetzbuch, 2. Aufl. 2002, 

§ 83, Rz. 3. 

な
お
、

M
essner, in: Triffterer u.a. （H

rsg.

）, Salzburger Kom
m
entar zum

 Strafgesetzbuch, 2008, 

§ 83, Rz. 7. 

も
同
旨
。
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（
29
）  Kienapfel/Schroll, Strafrecht, Besonderer Teil I, 3. Aufl. 2012, Vorbem

 

§§ 83 ff., Rz. 3.

（
30
）  

八
八
条
二
項
は
、
過
失
致
傷
罪
の
免
責
事
由
を
規
定
す
る
。
同
項
は
、
数
次
の
改
正
を
経
て
い
る
が
、
内
容
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
古
川
伸
彦

「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
事
故
と
過
失

―
医
師
の
刑
事
責
任
の
限
定
？

―
」
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
二
八
号
（
二
〇
一
一
年
）
二
三
頁
が
詳
し
く
紹

介
し
て
い
る
。

（
31
）  
他
に
も
、
放
火
罪
（
一
六
九
条
）
で
、
多
数
の
人
に
重
い
傷
害
を
負
わ
せ
た
こ
と
が
加
重
構
成
要
件
と
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
刑
法
典
全
体
で
は
、

二
三
の
犯
罪
で
八
四
条
一
項
の
重
い
傷
害
の
発
生
が
加
重
構
成
要
件
の
一
類
型
と
な
っ
て
い
る
（
二
〇
一
三
年
三
月
一
〇
日
現
在
）。

（
32
）  

大
熊
一
之
「
音
の
暴
力
と
暴
行
・
傷
害
罪
」
池
田
修
ほ
か
編
『
実
例
刑
法
〔
各
論
〕』（
二
〇
一
一
年
）
三
六
七
頁
は
、
傷
害
を
、「
外
傷
や
内

部
的
組
織
の
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
」
と
「
外
傷
等
が
な
く
て
も
内
部
的
に
健
康
状
態
の
不
良
変
更
が
発
生
し
た
場
合
」
に
類
型
化
し
て
説
明
す

る
。

（
33
）  Burgstaller/Fabrizy
（
前
掲
注
（
28
））, 

§ 83, Rz. 6.

（
34
）  Burgstaller/Fabrizy
（
前
掲
注
（
28
））, 

§ 83, Rz. 9.

（
35
）  EBRV, S. 212.

（
36
）  Burgstaller/Fabrizy

（
前
掲
注
（
28
））, 

§ 83, Rz. 6.

（
37
）  Leukauf/Steininger, Kom
m
entar zum

 Strafgesetzbuch, 3. Aufl. 1992, 

§ 83, Rz. 8.

な
お
、
毛
髪
の
切
断
は
、
病
理
学
的
な
変
化
を

伴
わ
な
い
器
質
的
な
損
傷
で
あ
る
か
ら
傷
害
で
は
な
い
と
す
る
見
解
も
あ
る
（Lew

isch, Strafrecht, Besonderer Teil I, 2. Aufl. 1999, S. 
24.

）。

（
38
）  

「Bagatellverletzung

」
や
「Bagatellschw

elle
」
等
と
呼
ば
れ
て
い
る
。V

gl. Leukauf/Steininger

（
前
掲
注
（
37
））, 

§ 83, Rz. 7.

（
39
）  O

G
H
 5.11.1987 （12 O

s 140/87 = EvBl 1998/70
）

（
40
）  O

G
H
 8.9.2009

（11 O
s 95/09v

）

（
41
）  O
G
H
 21.3.1977 （11 O

s 180/76

）

（
42
）  O
G
H
 13.2.2003 （15 O

s 121/02

）

（
43
）  Burgstaller/Fabrizy

（
前
掲
注
（
28
））, 

§ 83, Rz. 8; Bertel/Schw
aighofer, Ö

sterreichisches Strafrecht, Besonderer Teil I, 12. 
Aufl. 2012, 

§ 83, Rz. 2.

（
44
）  M

essner

（
前
掲
注
（
28
））, 

§ 83, Rz. 49.
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（
45
）  EBRV, S. 212.

（
46
）  Kienapfel/Schroll

（
前
掲
注
（
29
））, 

§ 83, Rz. 16. 

な
お
、
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
健
康
侵
害
に
該
当
す
る
か
が
論
じ
ら
れ
て
い

る
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
た
時
点
で
既
に
健
康
侵
害
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
の
が
通
説
的
見
解
で
あ
る
。Fuchs/Reindl-Krauskopf, Strafrecht, 

Besonderer Teil I, 3. Aufl. 2009, S. 22.; Bertel/Schw
aighofer

（
前
掲
注
（
43
））, 

§ 83, Rz. 3; Kienapfel/Schroll, 

（
前
掲
注
（
29
））, 

Vorbem
 

§§ 83 ff., Rz. 7. usw.

（
47
）  Lew

isch

（
前
掲
注
（
37
））, S. 26.

（
48
）  Burgstaller / Fabrizy

（
前
掲
注
（
28
））, 

§ 83, Rz. 9; M
essner

（
前
掲
注
（
28
））, 

§ 83, Rz. 53; Leukauf/Steininger

（
前
掲
注
（
37
））, 

§ 83, Rz. 9; Kienapfel/Schroll

（
前
掲
注
（
29
））, 

§ 83, Rz. 15.

判
例
も
同
様
で
あ
る
。O

G
H
 28.2.1995 （SSt 62/41 = 14 O

s 193/94

）

（
49
）  Burgstaller / Fabrizy

（
前
掲
注
（
28
））, 

§ 83, Rz. 10; M
essner

（
前
掲
注
（
28
））, 

§ 83, Rz. 58.

（
50
）  M

essner

（
前
掲
注
（
28
））, 

§ 83, Rz. 59.

（
51
）  Burgstaller/Fabrizy
（
前
掲
注
（
28
））, 

§ 83, Rz. 15; Leukauf/Steininger

（
前
掲
注
（
37
））, 

§ 83, Rz. 10; Kienapfel/Schroll

（
前
掲

注
（
29
））, 

§ 83, Rz. 19 f.

（
52
）  Kienapfel/Schroll

（
前
掲
注
（
29
））, 

§ 83, Rz. 20; Lew
isch （

前
掲
注
（
37
））, S. 26.

（
53
）  EBRV, S. 212.

（
54
）  Burgstaller/Fabrizy

（
前
掲
注
（
28
））, 
§ 83, Rz. 9; Leukauf/Steininger

（
前
掲
注
（
37
））, 

§ 83, Rz. 9; Lew
isch

（
前
掲
注
（
37
））, 

 S. 25f.; Kienapfel/Schroll

（
前
掲
注
（
29
））, 
§ 83, Rz. 15, 19 f.; M

ayerhofer, D
as Ö
sterreichische Strafrecht, 6. Aufl. 2009, 

§ 83, 
Rz. 5; Birklbauer/H

ilf/Tipold, Strafrecht, Besonderer Teil I, 2. Aufl. 2012, 

§ 83, Rz. 8. usw.

（
55
）  Burgstaller/Fabrizy

（
前
掲
注
（
28
））, 

§ 83, Rz. 9. usw.

（
56
）  Kienapfel/Schroll

（
前
掲
注
（
29
））, 

§ 83, Rz. 19.

（
57
）  M
essner

（
前
掲
注
（
28
））, 

§ 83, Rz. 65.

（
58
）  Burgstaller/Fabrizy

（
前
掲
注
（
28
））, 

§ 83, Rz. 9; Leukauf/Steininger,

（
前
掲
注
（
37
））, 

§ 83, Rz. 10. usw.

（
59
）  Kienapfel/Schroll

（
前
掲
注
（
29
））, 

§ 83, Rz. 19.

（
60
）  M

essner

（
前
掲
注
（
28
））, 

§ 83, Rz. 53; Lew
isch

（
前
掲
注
（
37
））, S. 25.

（
61
）  Schick, in: H

öpfel u.a. （H
rsg.

）, W
iener Kom

m
entar zum

 Strafgesetzbuch, 2. Aufl. 2007, 

§ 201, Rz. 30.
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（
62
）  

こ
の
決
定
は
、
強
盗
罪
に
関
す
る
前
出
一
九
八
七
年
七
月
三
一
日
決
定
（SSt 57/56 = 13 O

s 98/86

）
を
引
用
し
て
い
る
。

（
63
）  Bertel/Schw

aighofer

（
前
掲
注
（
43
））, 

§ 83, Rz. 4.
（
64
）  Bertel/Schw

aighofer

（
前
掲
注
（
43
））, 

§ 83, Rz. 5.
（
65
）  Bertel/Schw

aighofer

（
前
掲
注
（
43
））, 

§ 143, Rz. 5.
（
66
）  Bertel/Schw

aighofer

（
前
掲
注
（
43
））, 

§ 84, Rz. 3; Bertel/Schw
aighofer, Ö

sterreichisches Strafrecht, Besonderer Teil II, 10. 
Aufl. 2012, 

§ 201, Rz. 7, 

§ 206, Rz. 8.

（
67
）  M

essner
（
前
掲
注
（
28
））, 

§ 83, Rz. 60 ff.

（
68
）  M

essner
（
前
掲
注
（
28
））, 

§ 83, Rz. 62.

（
69
）  M

essner

（
前
掲
注
（
28
））, 

§ 83, Rz. 63.

（
70
）  M

essner

（
前
掲
注
（
28
））, 

§ 83, Rz. 64.

（
71
）  V

gl. Bertel/Schw
aighofer

（
前
掲
注
（
43
））, 

§ 83, Rz. 4.

（
72
）  Kienapfel/Schroll

（
前
掲
注
（
29
））, 

§ 83, Rz. 19.

（
73
）  

松
原
芳
博
「
身
体
に
対
す
る
罪
・
そ
の
1
」
法
セ
六
八
五
号
（
二
〇
一
二
年
）
一
〇
七
頁
も
参
照
。

（
74
）  V

gl. Lilie, in: Jähnke u.a. （H
rsg.

）, Leipziger Kom
m
entar zum

 Strafgesetzbuch, 11. Aufl. 2000, Vor 

§ 223, Rn. 2, 15.

（
75
）  O

G
H
 30.5.1995 （11 O

s 46/95

）
は
、
別
の
文
脈
で
精
神
的
障
害
が
性
犯
罪
に
通
常
付
随
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

（
76
）  

一
八
五
二
年
刑
法
下
で
は
過
失
は
不
要
と
さ
れ
て
お
り
、
一
九
七
四
年
刑
法
に
お
い
て
新
設
さ
れ
た
規
定
で
あ
る
。
草
案
理
由
書
七
〇
頁
で
は
、

こ
の
よ
う
な
変
更
に
よ
っ
て
も
判
例
に
困
難
は
生
じ
な
い
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
内
藤
（
前
掲
注
（
25
））
一
〇
二
頁
参
照
。

（
77
）  

最
決
昭
和
三
七
年
八
月
二
一
日
集
刑
一
六
〇
号
七
三
三
頁
（
強
盗
致
傷
罪
）、
最
決
昭
和
三
八
年
八
月
二
一
日
集
刑
一
四
七
号
五
〇
七
頁
（
強

姦
致
傷
罪
）
等
。

（
78
）  Kienapfel/H

öpfel/Kert, Strafrecht, Allgem
einer Teil, 14. Aufl. 2012, Z 27 Rz. 14. 

日
本
に
お
い
て
「
シ
ョ
ッ
ク
損
害
」
に
言
及
す

る
も
の
と
し
て
、
井
田
良
「
傷
害
の
概
念
を
め
ぐ
っ
て
」
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
六
号
（
二
〇
〇
七
年
）
一
一
八
頁
。

（
79
）  

た
と
え
ば
、
山
口
厚
『
新
判
例
か
ら
見
た
刑
法
〔
第
二
版
〕』（
二
〇
〇
八
）
一
一
三
頁
、
豊
田
（
前
掲
注
（
12
））
一
四
三
頁
等
。

（
80
）  

井
田
（
前
掲
注
（
78
））
一
一
七
頁
、
神
村
（
前
掲
注
（
12
））
二
二
頁
等
。

（
81
）  

林
幹
人
（
前
掲
注
（
6
））
二
四
七
頁
以
下
等
。
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（
82
）  

た
と
え
ば
、
平
成
二
四
年
決
定
（
判
例
①
）
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
原
審
の
判
決
中
に
見
ら
れ
る
「
頭
痛
、
腹
痛
、
吐
き
気
等
」、「
急
に
体
調

が
悪
化
」、「
種
々
の
具
体
的
な
体
調
の
悪
化
」
と
い
っ
た
事
情
に
着
目
す
べ
き
こ
と
に
な
る
。

（
83
）  

暴
行
の
被
害
者
が
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
等
を
発
症
し
た
場
合
に
つ
い
て
、
結
果
的
加
重
犯
論
に
お
け
る
危
険
性
説
か
ら
は
、
当
該
「
生
理
的
機
能
の
障
害

は
、
行
為
者
の
殴
打
の
物
理
的
作
用
で
は
な
く
、
そ
の
心
理
的
作
用
に
基
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、『
暴
行
罪
の
結
果
的
加
重
犯
と
し
て
の
傷
害

罪
』
は
成
立
せ
ず
」、
行
為
者
に
故
意
が
あ
る
場
合
に
「『
暴
行
に
よ
ら
な
い
傷
害
』
を
認
め
る
べ
き
」
と
す
る
主
張
は
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
注

目
さ
れ
る
。
松
原
（
前
掲
注
（
73
））
一
〇
八
、
一
〇
九
頁
。

（
84
）  

井
田
（
前
掲
注
（
78
））
一
一
七
頁
、
山
口
（
前
掲
注
（
79
））
一
一
二
頁
、
佐
伯
仁
志
「
身
体
に
対
す
る
罪
」
法
教
三
五
八
号
（
二
〇
一
〇
）

一
二
四
頁
等
。
な
お
、
第
一
四
七
回
国
会
の
衆
議
院
決
算
行
政
監
視
委
員
会
（
平
成
一
二
年
三
月
一
三
日
）
に
お
い
て
、
当
時
の
法
務
省
刑
事
局

長
は
、「
一
般
的
に
申
し
上
げ
ま
し
て
、
刑
法
に
お
き
ま
す
傷
害
と
は
、
他
人
の
身
体
に
対
す
る
暴
行
に
よ
っ
て
そ
の
生
活
機
能
に
障
害
を
与
え

る
こ
と
を
言
う
と
理
解
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
生
活
機
能
に
障
害
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
の
中
に
は
精
神
的
な
傷
害
を
生
じ
さ

せ
る
場
合
も
含
ま
れ
得
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
も
刑
法
上
の
傷
害
に
含
ま
れ
る
と
い
う
も
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。」
と
発
言
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
黒
木
ほ
か
編
（
前
掲
注
（
10
））
一
六
一
頁
も
参
照
。

（
85
）  

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
い
て
、
こ
の
点
を
積
極
的
に
論
証
す
る
見
解
は
見
ら
れ
な
い
。

（
86
）  

林
幹
人
『
刑
法
各
論
〔
第
二
版
〕』（
二
〇
〇
七
年
）
四
八
頁
。
同
旨
、
林
美
月
子
（
前
掲
注
（
6
））
八
八
五
頁
以
下
。
な
お
、
内
田
文
昭

『
刑
法
各
論
〔
第
三
版
〕』（
一
九
九
六
年
）
二
六
頁
は
、「
本
来
、
傷
害
と
は
、
純
粋
に
精
神
的
・
心
理
的
悪
変
（
悪
化
）
を
含
む
も
の
で
は
な

い
」
と
す
る
。

（
87
）  

最
決
平
成
二
四
年
（
判
例
①
）
の
上
告
趣
意
は
、
刑
法
は
、
二
六
章
（
殺
人
の
罪
）
か
ら
第
三
一
章
（
逮
捕
及
び
監
禁
の
罪
）
で
人
の
生
命
及

び
身
体
を
保
護
し
、
そ
の
後
に
三
二
章
（
脅
迫
の
罪
）
を
置
い
て
人
の
精
神
面
を
保
護
し
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
（
刑
集
六
六
巻
八
号
七
一
七
、

七
一
八
頁
）。

（
88
）  

林
幹
人
（
前
掲
注
（
6
））
二
五
〇
、
二
五
一
頁
。
た
だ
し
、
精
神
的
ス
ト
レ
ス
に
よ
り
身
体
の
一
部
で
あ
る
脳
や
神
経
に
生
理
的
機
能
障

害
・
不
健
康
状
態
が
生
じ
た
と
き
に
は
、
傷
害
罪
の
成
立
し
う
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
発
想
は
、「
人
ヲ
恐
怖
セ
シ
ム
ル
カ
如
キ
精
神
作
用
ノ

惹
起
ハ
障
害
ニ
非
ス
。
何
ト
ナ
レ
ハ
法
律
ハ
之
ヲ
脅
迫
罪
又
ハ
其
他
ノ
特
別
罪
ト
シ
テ
規
定
ス
レ
ハ
ナ
リ
。
然
レ
ト
モ
是
カ
為
メ
ニ
脳
ノ
機
能
ヲ

害
ス
ル
ト
キ
ハ
固
ヨ
リ
傷
害
罪
タ
ル
ヲ
得
ヘ
シ
。」（
句
点
は
筆
者
に
よ
る
。）
泉
二
新
熊
『
改
訂　

刑
法
大
要
』（
一
九
一
六
年
）
四
〇
六
頁
以
下

に
も
見
ら
れ
る
。
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（
89
）  

松
原
（
前
掲
注
（
73
））
一
〇
七
頁
。
身
体
症
状
限
定
説
の
主
張
に
つ
い
て
も
「
傾
聴
に
値
す
る
」
と
す
る
。

（
90
）  

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
否
定
説
も
、
傷
害
罪
を
規
定
す
る
八
三
条
に
精
神
的
被
害
の
考
慮
を
許
す
文
言
が
な
い
こ
と
を
論
拠
の
一
つ
と
す
る
。Ber-

tel/Schaighofer

（
前
掲
注
（
43
））, 

§ 83, Rz. 5.
（
91
）  
団
藤
重
光
編
『
注
釈
刑
法
（
五
）』（
一
九
六
八
年
）〔
小
暮
得
雄
〕
七
五
頁
は
、「『
身
体
』
と
は
、
精
神
機
能
を
内
包
す
る
、
人
の
生
身
の

『
か
ら
だ
』
を
い
う
」
と
す
る
。
大
塚
仁
ほ
か
編
『
大
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
法
〔
第
二
版
〕』（
二
〇
〇
六
年
）〔
渡
辺
咲
子
〕
三
八
七
頁
も
同
旨
。

（
92
）  
林
幹
人
（
前
掲
注
（
6
））
二
五
一
頁
等
。

（
93
）  

こ
の
点
に
つ
い
て
、
豊
田
（
前
掲
注
（
12
））
一
四
三
頁
は
、「
日
常
生
活
上
看
過
さ
れ
る
程
度
の
軽
微
な
も
の
は
、『
傷
害
』
に
当
た
ら
な
い

と
の
理
解
を
前
提
に
し
て
い
る
」
と
評
価
し
て
い
る
。

（
94
）  

身
体
と
精
神
と
で
、
傷
害
罪
の
「
保
護
法
益
間
の
傷
害
概
念
の
相
対
性
」
が
生
じ
う
る
。

（
95
）  

他
に
、
小
倉
（
前
掲
注
（
10
））
三
六
四
頁
は
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
つ
い
て
、「
致
傷
罪
の
定
め
の
あ
る
犯
罪
に
お
い
て
も
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
診
断
概
念

の
成
立
経
緯
に
か
ん
が
み
て
、
強
姦
致
傷
、
強
制
わ
い
せ
つ
致
傷
、
監
禁
致
傷
な
ど
性
暴
力
や
虐
待
に
関
す
る
犯
罪
に
限
ら
れ
る
べ
き
で
、
強
盗

致
傷
な
ど
に
広
げ
る
べ
き
で
は
な
い
。」
等
と
主
張
す
る
。

（
96
）  

神
村
（
前
掲
注
（
12
））
一
九
頁
。

（
97
）  V

gl. Bertel/Schaighofer

（
前
掲
注
（
43
））, 

§ 83, Rz. 4. 

な
お
、
東
京
高
判
平
成
二
二
年
（
判
例
⑫
）
は
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
み
に
よ
る
自
動
車

運
転
過
失
致
傷
罪
の
成
否
が
争
わ
れ
た
事
案
で
あ
る
。

（
98
）  V

gl. Bertel/Schaighofer

（
前
掲
注
（
66
））, 
§ 201, Rz. 7.

（
99
）  

杉
田
（
前
掲
注
（
10
））
三
七
頁
参
照
。

（
100
）  

ド
イ
ツ
で
は
、Roxin , Strafrecht, Allgem

einer Teil I, 4. Aufl. 2006, 

§ 11, Rn. 145, 

§ 24, Rn. 44. usw.
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